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一般社団法人緑の循環認証会議定款等（改正案）
＝

2018年度第1回評議委員会．理事会

】I F【】【 弓1 1【

1

SGEC文書

1 2011

社員総会

2018.00,00

① ｡

一般社団法人緑の循環認証会議定款（改正案）

(名称）

第1条当法人は、一般社団法人緑の循環認証会議と称する。そ
1■

の英語名は､皇L』§t亜目坐_壁旦ﾛｰ巨旦g§理三四g9旦廻L旦皿g堕旦g_m
R r go 戸－－0－ － r －FF－－－ －且へ－－－Qb尼？一一旦● B

とし､略称をSGEC/PEFCジャパン(SGEC/PEFC-J)、呼称をエスジェ

ツク・ピーイーエフシ－・ジャパンﾉｰする。

(目的）
－

第3条当法人は、我が国において、持続可能な森林経営の実現

を目指す森林認証制度を管理運営し、そのもとで産

－

出される木

材等の有効な利用を推進し、森林整備水準の向上及び林業の活

性化等を通して、循環を基調とする潤いのある社会の構築と緑

豊かな自然環境の保全に資することを目的とする。

また、当法人は、 PEFCとの相互承認を行い、国際的な立場から

持続可能な森林経営の実現を目指す_EEEC国際森林認証制度のネ

SGEC文書

1 2011

社員総会

2014.2.3

一般社団法人緑の循環認証会議定款（現行）

(名称）

第1条当法人は、一般社団法人緑の循環認証会議と称するbそ

の英語名は、SuHainableGreenEcosystemCouncilとし、略称

をSGEC、呼称をエスジェックとする。

(目的）

■

第3条当法人は､我が国において、持続可能な森林経営を広く

普及するとともに、そこで産出される木材等の有効な利用を推

進し、森林整備水準の向上及び林業の活性化等を通して､循環

を基調とする潤いのある社会の構築と緑豊かな自然環境の保全

に資することを目的とする。
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《
し
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』三週土亙皿国隆謹 ド認証制度の管理を代行する。

2当法人は、前項の目的に資するため、次の事業を行う。

(1)森林管塑及びその生産物の生産・加工・流通に係る認証等

森林認証制度の管理運営に係る事業

(2)E匪旦国職益認証劃庭…互蕊'三厘曼臺皇

(3)持続可能な森林経営に関する調査・普及

(4)CO2吸収など森林機能及び森林技術の調査．普及

(5)森林産物の利用開発及び流通に関する調査・普及

(6)緑の循環に関する内外諸団体との連絡及び連携

(7)その他この法人の目的を達成するために必要な事業

3前項の事業は日本全国及び海外において行うものとする。

第9章評議委員会

(評議委員会）

第52条当法人の認証制度の管理運営に係る事項を審議するため

評議委員会を設置する。

2評議委員会は、会長の諮問を受けて、審議し、理事会に意見

を述べる。

3評議委員は、学識経験者等のうちから理事会が選任する。

￥
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3

4評議委員は10名以上塑名以内とし、任期は2年以内とする。

また、評議委員のうち1名を座長とし、 1名を座長代理とす

る 0

5評議委員は無報酬とする。ただし、その職務を行うために要

する費用の支払いをすることができる。

6評議委員会は会長が招集する｡

7評議委員会が、理事会に意見を述べるときは、次の事項を記

載した書面を提出することにより行う。

(1)評議委員会の開催日時及び場所

(2)評議委員の出席状況

(3)意見の内容

● ■

4評議委員は10名以上20名以内とし、任期は2年以内とす

る。また、評議委員のうち1名を座長とし、 1名を座長代理と

する ◎

5評議委員は無報酬とする。ただし、その職務を行うために要

する費用の支払いをすることができる。

6評議委員会は会長が招集する。

7評議委員会が、理事会に意見を述べるときは、次の事項を記

載した書面を提出することにより行う。

(1)評議委員会の開催日時及び場所

(2)評議委員の出席状況

(3)意見の内容
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SGEC認証制度の管理運営に関する文書
【

2017年度第3回理事会

ローマも 旱

I

１
１

I

4

SGEC文書

22012

理事会

2018,4. 1

SGEC認証制度の管理運営に関する文書

(総則）

第1条芦般社団法人緑の循環認証会壷一室款第3条第2項第1

号の森林認証制度 （以下rSGEC認証制度」という。 ）

については、この文書の定めるところによる。

の管理運営

この文書は、 2016年6月3日付でPEFC総会においてPEFC国際

規格との相互承認が認められている。

SGEC文書

22012

理事会

2016. 1. 1
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SGEC認証制度の管理運営に関する文書
巳
■
■
巳
』
■
■
■
Ｕ
●
。

（総則）

第'条一般社団法人緑の循環認証会議(以下｢SGEC」とい
－

つ 0 ）定款第3条第2項第1号の認証制度の管理運営について

は、この文書の定めるところによる。

■
▲
ｇ
ｑ
５
ｂ
や

●
■
▼
０
●

この文書は、 2016年6月3日付でPEFC総会においてPEFC国際

規格との相互承認が認められている。
旬
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SGECロゴマークの使用要領

2017年度第3回理事会

山
SGEC附属文書

2－22012

理事会

201641

SGEC附属文書

2-22012

理事会

2018.4. 1

SGECロゴマークの使用要領SGECロゴマークの使用要領

’

6－2製品上使用

6-2-2-2ロゴマークを表記する場合は､以下の様式に従い使用す

る。

6－2製品上使用

6－2－2－2ロゴマークを表記する場合は、

る。

I

以下の様式に従い使用す

’’ 下部の文字：上記様式の線枠内

に所用項目を記載する。

下部の文字指定：新ゴM(パソ

コン等で小数部印刷するとき

は､．HG-丸ゴシックM-PROでも

よい｡）

下部の枠の大きさ：

横：ロゴマーク横幅の1.5倍以

内

縦：定められた必要な表記事項

の範囲内

1

・ラベル名
(SGEC認証）

(SGECリサイク
、T、

ﾉレノ

・主張

・認証材含有率

区%SGEC認証l

www.sgec-eco・org/

1
驫鑛駕藤

’

’| ロゴﾏｰｸﾗｲｾﾝｽ番号黛露厘睡

’
I

『緑の循環』認証会議

CoC管理事業体名

SGEC認証又はSGECリサイクル

『緑の循環』認証会議

CoC管理事業体名

SGEC認証又はSGECリサイクル

ロゴマークライセンス番号

’

L
ロゴマークの幅の1．5以内

I 雪 －÷

’

5
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又は「SGECUサイ

物の産地名､製品0

ロゴマークの下部

]一Z－Z－凶

】ID

名、製品の橦類等ぶ

の下部に宗記するこ

'〕－－岩

台 ■ ｡

7】l厚

蠕
l白 ，.、肥

の琵 衿1J、、6

』トト1． ’百1

]％以 ロIF

7〕嗣万0 ＝、空E■砂且ー守一、一旬疸

]％以卜の蝪合の型吊

rlO%=

ることができる。

1％未満の蝪含時(ヨ

6
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､ ●
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＜当分の間下記の様式も使用可能＞

ロゴマークの幅の『､5以内

←一一一一一一傍

下部の文字:上記様式

の線枠内に所用項目

を記載する。

下部の文字指定:新ゴ
M(パソコン等で小数

部印刷するときは、

HG-丸ゴシックM=PRO
でもよい｡）

下部の枠の大きさ Ｑ
ｅ

横:ロゴマーク横幅の
1.5倍以内

縦：定められた必要な
表記事項の範囲内

S卿

SGEC認証

この製品は持続可能
な森林経営から生産
された認証獄を原材
料とする製品｡但し、

リサイクル材及び管
理材を一部含む、

[X%SGEC認証1

ロゴマークライセンス番号www､sgec-eco､oIg/

、雫華一

黛蹴

ロゴマークライセンス番号

ﾛ

『緑の循環』認証会議
CoC管理事業体名
SGEC認証

と
。
●

.｡.'‘･ベ向‘ ･･･ず｡;. . や､｡. γ・・禿, .．･･･－，F｡。 -･･も ･ず･~､｡｡･･ ･､・ ・a ･･一J,･･クヤ81・ｿも、･〆”.Pい･･ ､．づ･｡6. ..3ｬ' ロ｡､寺2.. . 6. ,.､｡. .《＄"､ .

S霧E噂I

ロゴマークライセンス番号

守輩9．？･･も一重魂淳･･reP"..＃寸今･ 冬､｡；･ひもA･ ､も参･･

●

品・グ．､､､霊､。､辱予ず0．．． ． ．． ，－fob,．｡.．｡.ざ4...…ざる－､誇角･･q･”忌兎｡｡グ3？;･･急ぎも､･魂､f;;､.苦･･･､気･-.ノ

●
巳
●

下部の文字：上記様

式の線枠内に所用項

目を記載する。

下部の文字指定：新

ゴM(パソコン等で

小数部印刷するとき

は､HG一丸ゴシックM－

PROでもよい｡）

下部の枠の大きさ Ｑ
■

横：ロゴマーク横幅

ロゴマークの幅の1．5以内 の1,5倍以内
壬一一一一一一一一一一一-－－少

縦：定められた必要

な表記事項の範囲内

『緑の循環』認証会議

CoC管理事業体名

SGEC認証[X%SGEC認証1



や

、

吋

竺

剛

竺
・
り
ぶ

』
ロ

屯
〃

■下
。
‐
・
‐
、
巳

空

ご

４１
‐
Ｌ
Ｌ
も
■

･八ざ.f苛鼠
､

■ ■

■

懸脅ヅ

9

6ﾃ2-3-3 ｢SGECリサイクル」ラベル

リサイクル原材料の含有率が70%以上の製品を対象とする。

ラベル名 SGEC認証

ラベルの解説 SGEC認証原材料により生産された製

品に表示。リサイクル材又は管理材が

混入する場合には、その旨「但し書」

で明示。

SGEC認証材原材料含有率 70%以上

リサイクル原材料含有率

及び定義等

85％以下

リサイクル材の定義は、 「SGEC文書

4 2－24 リサイクル原材料」によ

る。 リサイクル原材料の含有量の計算

はISO/IEC14021の規定に基づく。

管理材の定義
●

管理材の定義は｢SGEC文書4．2－8管

理材」による。

原材料の定義 原材料の定義は「SGEC附属文書4-1」

による。

ラベル使用上の留意事項 ラベル名、ラベル主張、ウエブサイト

について印字が困難な場合は省略可。

認証材含有率の表示可。

◆ ●

6-2-3-3 ｢SGECリサイクル」ラベル

リサイクル原材料並びに認証原材料及び他の原材料が混合して

いる一般製品の表示方法については次による。
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① この製品は、少なくとも70%以上のリサイクル原材料を原材料

とする。

② 「SGEC認証」原材料を含む。の製品はり

材及び管遇
しする型吊

＝吟

下部の文字：上記様

式の線枠内に所用項

目を記載する。

-《

＜下記の様式も当面使用可能＞

S侭厘℃ 下部の文字指定：新

ゴM(パソコン等で

小数部印刷するとき

は､HG一丸ゴシックM-

PROでもよい｡）
ﾐ〃
S曝露極

下部の文字:上記様式の線枠内
に所用項目を記載する．

ロゴマークライセンス番号
,〃-iI 桑F・諏掻､､&

下部の文字指定:新ゴM(パソ

コン等で小数部印刷するとき

は、HG-丸ゴシックM-PROでも
よい.）

『緑の循環』認証会議

CoC管理事業体名

SGECリサイクル 下部の枠の大きさ：

横：ロゴマーク横幅

の1.5倍以内

縦§定められた必要

な表冒駕項の範囲内

ロゴマークライセンス番号 下部の枠の大きさ：

横:ロゴマーク横幅の1.5倍以
内

縦：定められた必要な表記事項

の範囲内

『緑の循環』認証会議
CoC管理事業体名
SGECリサイクル

ロゴマークの幅の1.5以内

翠三二塑唾上翠内

10
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ラベル名 SGECリサイクル

ラベルの解説 リサイクル材を原材料とする製品。

リサイクル材の定義等 SGEC認証ラベルに同じ。

管理材の定義 SGEC認証ラベルに同じ。

SGEC認証原材料の含有

率

70％以下

リサイクル材原材料の

含有率

70％以上

原材料の定義 原材料の定義はrSGEC附属文書4-1」に

よる ◎

ラベル使用上の留意事

項

ラベル名、ラベル主張、ウエブサイトは

印字が困難な場合は省略可。

ISO/IEC14021の規定に従ってメビウス

の輪の使用可。



、吟迅剣叫ぶ、&軋豐士ニムj，

侭喜| ‘蒻
6〒3-3製品外使用の一般的な要求事項

前記製品上使用の規定に準拠することとし、

「6-2-2-3」による。

蕊鱒憾艤震びゞ‘…に繕認し次 ｢6-2-2-1」及び

による。

’’

可可
’II

＜当面の間下記の様式も使用可＞

’ 附則：2018年4月1日から施行。但し、 2019年4月1日までの
間は、移行期間とすることができる．| 間は､移イ

13

繩
霧織麗醗

ロゴマークライセンス番号

持続可能な森林経営の促進

www,sgec-eco・org／

鑿綴
霧鍛麗購

ロゴマークライセンス番号
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6－2-4 SGECロゴマークを表示ツールとしての使用（削除）
－ 6-2-4 SGECロゴマークを表示ツールとしての使用

6-2-4-1 SGECロゴマーク（規格：本文書3-2)を各種SGEC表

示ツールとして使用できる。

6-2-4-2 SGEC表示ツールの使用は次による。

①SGEC認証木材・製品を表示するために、シール、刻印、押印

スタンプ、標識看板、フラッグ及びシートのほか、広告宣伝

用物品などに使用することができる。

②認証木材．製品の保管、生産・加工、出荷など各CoC工程に

おける認証生産物を明確に区分して表示するために、その所

在の現場等に使用することができる。

③認証建築用材の表示として、 「構造材」については部材別に、

｢羽柄材」 、 「野物」及び「造作材」については部材を束ね

た「まとまり』別に等適宜な単位で、シール、スタンプ､刻

印等を使用できる。
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SGEC認証材住宅及びこれに準ずる建築物の認証について

2017年度第3回理事会

14

SGEC附属文書

4-2-2-1 2018

会長決済

2018,4, 1

SGEC認証材住宅及びこれに準ずる建築物の認証について

認証CoC認証事業体が建築する認証材を使用した住宅及びこれに

準ずる建築物の認証材の認証率の計算及び認証の表示等について

は次により行う。

1認証材の認証率の計算及び認証の表示等については、 SGEC文書

4-2-2｢SGEC特定プロジエクトのCoC認証に関するガイド」の「3

プロジェクトのCoC認証の実施」に準拠することとする。

2この場合、当面、住宅等の特定部分を対象範囲とし、その旨を

明らかにしたうえで認証率の計算及び公表を行うこができること

する ＠

なお､住宅等においては､木質構造部分(構造材）を対象範囲とし

て認証率の計算を行うことができる。

附則：2018年4月1日から施行。但し、 2019年4月1日までの間

は、移行期間とすることができる。
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SGEC文書
4 2012

理事会

2018.4. 1
一

2用語の定義

SGEC-CoC認証ガイドライン

2-28-1 クリーンウッド法 （挿入）

｢合法伐採木材篝の流通及び利用の促進に関する法律(通称｢クリ

一ンウッド法」 ） 」は2016年5月20日に公布され、 2017年5月

20日に施行された。同法は、我が国又は原産国の法令に適合して

伐採された木材及びその製品の流通及び利用を促進することを目

的として､対象となる木材等や木材関連事業者の範囲､登録方法等

を定めるとともに、木材関連事業者及び国が取り組むべき措置に

ついても定めている。 （農林水産省林野庁ホームページ参照）

4デューデイリジエンスシステム(DueDiligenceSystemDDS)

に関する最低限の要求事項

4-3-5供給品リスクの分類に使用する指標の一覧は表1～3の通

りとする。

この場合、指標に基づき供給品のリスク評価を行うに当たって

林野庁ガイドライン（こ基づく合法性証明及びク リーンウッド法第

6条に規定する合法木材等の判断基準に基づき合法木材等として

確認した場合の証明資料を検証の上活用することができる 。
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SGEC/PEFC顕彰に関する文書

2017年度第3回理事会

IGECI

i-220

会長決

lO18,4

;GECI

ｱｰ220

会長決

lO17.4丁 1

.FFC品自冒 品白芒

1顕彰α

(4)そり

貢献が麦

|又めた圭

顕彰の麦

4）その1

貢献が凌

存叩納方

の晋瞳・騨楽に多大0 の晋及。啓発に実

ヨローレ、n回

空I｣nnC

耐白苣 の推薦及

信威謝状叉

顕彰の推薦及び決定

顕彰（感謝状又は表彰状0 摺二 品白壱 の贈呈

黒仇耗

』1 1勺『

寸1個

制白壱萱・番憲

今の音匡

叫副潭

今〃 副白琶

ヨ話 ーQ…、

産昌会
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して会長が決定する。

また、前項SGEC/PEFC森林認証製品の適正な利用を促進する

優良事業所は会長がこれを決定することができる。

として会長が決定する。

む む
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SGEC附属文書2-10-4｢SGEC附属文書2-10｢SGEC･認証規格に基づく認証業務を行う認証機関に関する要求事項」の「ll3. 1.2」及び
｢II,3.2,2』の『SGEC森林管理基準適合性確認事項について」 （廃止）

2017年度第3回理事会

新たに挿入文書

SGEC運用文書『5」三2『森林管理認証審査の検証規格及びCoC審査検証規格の現地確認事項(参考)」

18

SGEC附属文書

2-10-42015

理事会

2018.41

SGEC附属文書2-10-4｢SGEC附属文書2-10｢SGEC･認証規格に基

づく認証業務を行う認証機関に関する要求事卿の「113.1.2」及

び「11,3,2,2」のrSGEC森林管理基準適合性確認事項について」

(廃止）
－

●

｡

SGEC附属文書

2-10-42015

理事会

2016, 11. 1

SGEC附属文書2-10-4｢SGEC附属文書2-10｢SGEC、認証規格に基

づく認証業務を行う認証機関に関する要求事項｣の「ll3. 1,2｣及

び「Ⅱ､3.2,2」の「SGEC森林管理基準適合性確認事項について」
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SGEC附属文書2-10 SGEC･認証規格に基づく認証業務を行う認証機関に関する要求事項の一部改正

SGEC附属文書

2-102014

理事会

2016_ l, 1

SGEC附属文書

2-102014

理事会

2018.4. l

SGEC・認証規格に基づく認証業務を行う認証機関に関する要求 SGEC・認証規格に基づく認証業務を行う認証機関に関する要求

事項 事項

Ⅱ森林管理 Ⅱ森林管理

3.2.2認証審査工数の決定（初回、更新） 3.2.2認証審査工数の決定（初回、更新）

SGEC森林管理認証基準･指標･ガイドラインに基づき､文書及ISGEC森林管理認証基準･指標･ガイドライン及び皿王立

び現地確認を実施するのに必要な工数を各認証機関が決定する。 | ｢SGEC森林管理基準適合性確認事項」に基づき、文書及び現地

確認を実施するのに必要な工数を各認証機関が決定する。

19
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別冊資料1 SGEC規格(2018年度制定・改正・公示）

22018年8月15日公示

スギ花粉対策の推進について一推奨事業一

、



幸

スギ花粉症対策の推進について（新規）

SGEC附属文書

5－4 2018

会長決裁

2018.8. 15

－推奨事業一

スギ花粉症対策の推進について

花粉症は、国民の約3割が罹患しており、社会的に大きな問題と

なっている。特に、スギ林は、全森林の約2割を、また、人工林の

約5割を占めており、日本林業を推進する上で重要な樹林である

が、これが花粉の主な発生源となっていることに注目が集まってい

る 0

スギは、日本の自然的立地に適した樹種として国内に広く分布し

ており、優良な木質資材の供給源として重要な役割を果たしてき

た。今後においても、スギは、日本の郷土樹種（自生樹種）として

森林の資源や環境を守り、また、環境にやさしい木質住空間や日常

生活に欠かせない木工生活用具などを供給する原材料として不可

欠である。

現在、スギの人工林は成熟期を迎えつつあり、その生産される木

材資源の適正かつ高度な利用を進めつつ、収穫跡地に造成される後

継森林を健全に育成していくことが極めて重要となっている。



このような状況の中で、今後のスギ収穫跡地のスギ林の造成に当

たっては、 「花粉の着生量が少ない品種の苗木」について、スギ花

粉の発生状況等スギ林の生理生態について検証しつつ導入し、 100

年にも及ぶ超長期の事業として、花粉症の発症誘因とならないスギ

林に改善し、 「森林と人間の共存」を目指す森林づくりを推進する。

一
Ｈ
』

言
口

今後のスギ林の収穫後の後継森林の造成に当たっては､適地適木

の観点から検証し、スギの適地には花粉発生量の少ない品種の苗木

を導入するとともに、主として尾根筋、沢筋など広葉樹を導入する

ことが妥当な箇所には天然林施業を推進し、スギ林及び広葉樹林

が､それぞれの生育条件に応じて適正に混交する多様な森林の造成

を目指すこととする。具体的には次により、現状のスギ花粉の過剰

な飛散を改善しつつ､生物多様性や流域保全に十分機能する活力あ

る健全な森林の造成に努める。

1 スギの適地には、従来の植栽苗木の選定要件であった「気象・

病虫害等への強い耐性」や「良好な成長」に加えて、 「少ない花

粉着生量｣の素質を有する品種の苗木を積極的に選定して導入す

る。大都市圏等の都市近郊林にあっては、特にこのことを配盧す

る。

2広葉樹を導入することを妥当とする箇所にあっては、天然力を

活用した施業を積極的に導入する。



注意書： 「花粉着生量の少ない品種の苗木」の供給については、都道府

県森林・林業部局及び同森林・林業研究機関に照会。
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別冊資料1 SGEC規格(2018年度制定・改正･公示）

32018年11月1日第2回理事会提出

(アイヌ規格関係）SGEC文書及び同運用文書の－部改正

、



I

2018年11月1日

緑の循環認証会議第2回評議委員会。理事会議事次第

日時:2018年11月1日10: 30-12:00

会場：東京都千代田区永田町2－4－3永田町ビル4F

治山治水協会大会議室

1 開会

2主催者挨拶 緑の循環認証会議佐々木会長

3．議事

3. 1議題1 SGEC文書及び同運用文書の一部改正（アイヌ規格関係）

･SGEC文書（森林管理認証基準・指標・ガイドライン）の一部改正

･SGEC運用文書「3｣-1の「基準-1-5」 (アイヌ民族)に係る認証審査手続の改正

3.2．議題2その他

4． 閉会

1



心

SGEC評議委員会･理事会議案1資料（事務局案）

SGEC文書（森林管理認証基準.指標"ガイドライン）の一部改正(案）

｡ ■

改正案 現行規格

5－1－5

森林管理者は， 日本国の先住民族であるアイヌ民族について， 「独立国における原住民及び種族民に

関する条約(ILO169号)」及び「先住民族の権利に関する国際連合宣言」に列挙されているような，棺

利享有者の自由意思による『事前の及び十分な情報に基づく同意(FPIC)なく侵害されることのない，

適用可能な場合には補償に関する条項も含む,法的な,慣習法上の及び伝統的な権利という確立され

た枠組の認識のもとに森林管理をしなければならない。権利の範囲が決定されていない，あるいは議
論されている地域においては，適正かつ公正な決定のための手続がなければならない。このような場

合､森林管理者は、当面の間，認証が実施される地域の政策及び法律に規定されている手続‘役割及

ぴ責任を尊重しつつ，関係者に対し，森林管理の決定に関与する意義のある機会を提供しなければな

らない(PEFC認証規格「ST1003:2010-5.6.4｣)。

森林管理者は，固有の歴史的．文化的又は精神的意義及び地域社会の基本的必要性を充たす地域基

盤であることが認識されている場所について，当該場所の意義に十分に配慮して保護又は管理しなけ

ればならない(PEFC認証規格『ST1003:2010-5.6｡6｣) 。

確立された枠組の認識においては， 『人種差別撤廃条約』及び「国際人権規約自由権規約」等の国際

法並びに『アイヌ文化の振興並びにアイヌの伝統等に関する知識の普及及び啓発に関する法律」等の

国内法，これまで及び今後の『アイヌ政策推進会議』の決定事項等にも留意しなければならない。

北海道においては，森林がアイヌ民族の文化等と密接に関係していることに鑑み‘森林管理計画の

策定におけるアイヌの人々のFPICを確保するため，説明会又は通信手段等により，事前に十分な情報

を提供し’意見及び要望等を確認し，必要な場合には協議する手続がなければならない。FPICが必要

なアイヌの人々、又はその地域組織については、関係市町村，関係団体等にも照会し、可能な限り把

握するよう努めなければならない。

注意書1: FPIC:Free, pr

意）

iorandinformedconsent(自由意思による、事前の十分な情報に基づく同

注意書2： 1997年，アイヌの人々の民族としての誇り力噂重される社会の実現を目的とする「アイヌ文

化の振興並びにアイヌの伝統等に関する知識の普及及び啓発に関する法律（通称「アイヌ文化振興

法」 ） 」が制定された。2007年．国連総会で「先住民族の権利に関する国際連合宣言」が採択され‘

2008年6月には「アイヌ民族を先住民族とすることを求める決議」が衆参両院の満場一致で採択され
ると，政府もアイヌ民族が日本国の先住民族であると認め。内閣官房長官が「アイヌ政策のあり方に
関する有識者懇談会」を設置した。2009年7月に提出された同懇談会報告書は， 「アイヌの人々力洗
住民族であるという認識」 ．すなわち「国の政策として近代化を進めた結果，アイヌの文化に深刻な
阿盤存与えたという歴史的経緯を踏まえ、国には先住民族であるアイヌの文化の復興に配慮すべき強

5-1-5

森林管理者は、日本列島北部周辺とりわけ北海道に先住するアイヌの人々に関し､言語、宗教や

文化の独自性を有する先住民族であるとの認識の下で、地域の森林管理の立場から、 ILO169号

及び「先住民族の権利に関する国際連合宣言」を尊重し、 「アイヌ文化の振興並びにアイヌの伝

統等に関する知識の普及及び啓発に関する法律（以下「アイヌ文化振興法」という。 ） 」及び人

種差別撤廃条約を遵守するとともに、 「アイヌ政策の在り方に関する有識者懇談会の報告書（以

下「報告書」という。 ） 」に基づくアイヌ政策の推進に配慮しなければならない。

北海道にあっては、アイヌの人々が居住する地域の森林管理者は、ステークホルダー(利害関係

者)であるアイヌの地域の組織に対し、当該森林の管理について、FPICに従い、説明会若しくは

通信手段等を用いて意見を聴き協議する手順・仕組を持たなければならない。また、協議につ

いては、前記国際条約及び国際宣言等を尊重・遵守しつつ､公正な解決を図るための手順・仕組

を併せて持たなければならない。

この場合、北海道内のアイヌの地域の組織については、必要に応じて関係市町村、関係団体等で

情報を得た上で対応することとする。

注意書1 ：本基準の運用に当たっては、PEFCの規準文書に準拠するとともに、本基準で規定する

｢尊重」と『遵守」について､その軽重に差異を付けるものではない。

注意書2: FPIC: Free,priorandinformedconsent(自由意思による、事前の十分な情報に基

づく同意）

注意書3＆アイヌの人々の民族としての誇りが尊重される社会の実現を目指して、1997年に「ア

イヌ文化振興法」が制定された。また、人種差別撤廃条約をはじめとする国際人権条約の趣旨を

基に､2007年に国際連合総会で採択された「先住民族の権利に関する国際連合宣言(UNDRIP)」

2008年に衆議院及び参議院の本会議で採択された「アイヌ民族を先住民族とすることを求める

決議」を受けて、政府内に「アイヌ政策の在り方に関する有識者懇談会」を設置され、2009年

7月に取りまとめられた報告書では、アイヌの人々力洗住民族であるという認識に基づき、今後

のアイヌ政策を展開することとされた。さらに、2009年12月には、同報告書を受け、アイヌの

人々の意見等を踏まえつつ総合的かつ効果的なアイヌ政策を推進するため、政府内に「アイヌ政

策推進会議」が設置されたところであり、現在、政府において、これらの経緯を踏まえアイヌ文

化の振興・普及啓発及びアイヌの人々の生活向上に主眼を置いた施策が推進されている。
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い責任がある」という認識に基づいてアイヌ政策を展開していくことが必要とし，いくつかの具体的

政策を提言している。2009年12月には内閣官房長官を座長とする「アイヌ政策推進会議」が設置され

同報告書の提言の具体化に向けた検討力漣められている．

注意書3：北海道環境生活部アイヌ政策推進局アイヌ政策課が実施している「北海道アイヌ生活実態計

査」の報告書において「調査対象とした世篭数・人数』が公表されているが． この数値は，生活実態

調査に回答したアイヌの世帯数．人数であり，北海道に居住するアイヌの世帯数．人数ではない。し

たがって， 『振興局別調査対象とした世帯数．人数」において「O(ゼロ） 」又は「一」と表記され

ている地域内にもアイヌの人々が居住している可能性があり，当該地域内の森林管理計画の策定にお

いても、アイヌの人々のFPICを確保するよう努めなければならない。

附則この文謝ま2012年4月1日から施行する Q

附則22015,3.25-部改正この改正文書(2015,3.25改正)は、2015年4月1日から施行する。但し、

2015年9月30日までの間は、移行期間とし旧文書(2012年4月1日施行）の規定によることがで

きるものとする。

附則3 2015,10.14及び2015.12.10-部改正この改正文書(2015.10.14改正)は､2016年1月1日から

施行する。但し、SGEC認証制度がPEFC認識制度と相互承認を行うまでの間は、移行期間とすること

ができるものとする･

附則4この改正文書（2016.2.10日改正）は、2016年4月1日から施行する。但し、SGEC認証制

度がPEFC認証制度と相互承認を行うまでの間は、移行期間とすることができるものとする。

附則5この改正文書(2016.10.14日改正>は､2016年11月1日から施行する．但し2017年1月

1日までは移行期間とすることが出来る。

附則6この改正文書（2018,11､1日改正）は、2018年11月1日から施行する

但し2018年12月31日までは移行潮間とすることが出来る。

＠

附則この文書は2012年4月1日から施行する。

附則2 2015,3,25-部改正この改正文書(2015.3.25改正)は、2015年4月1日から施行する。

但し、2015年9月30日までの間は、移行期間とし旧文書（2012年4月1日施行）の規定に

よることができるものとする。

附則3 2015.10.14及び2015,12,10-部改正この改正文書(2015.10､14改正>は、2016年1月1

日から施行する。 但し、SGEC認証制度がPEFC認証制度と相互承認を行うまでの間は、移行期

間とすることができるものとする。

附則4この改正文書（2016,2.10日改正）は、2016年4月1日から施行する。但し、SGEC認

証制度がPEFC認証制度と相互承認を行うまでの間は、移行期間とすることができるものとする。

附則5 この改正文書(2016.10.14日改正）は、2016年11月1日から施行する。但し2017年

1月1日までは移行期間とすることが出来る。
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参照
昏 ●

ST1003:2010 PEFC国際規搭持続可能な森林管理一要求事項（抜粋）

5.6.4Forestmanagementactivitiesshallbeconductedinrecognitionoftheestablishe

frameWorkof IegaI， GustomaryandtraditiQnaI rightssuchasoutI ined in ILO169andtheUl

DeclarationontheRightsofIndigenousPeoples,whichshallnotbeinfringeduponwithoutth'

free,priorandinformedconsentoftheholdersoftherights,includingtheprovisiono･

compensationwhereapplicable.WheretheextentofrightsisnotyetresoIvedorisindisputi

thereareprocessesforjustandfairresolution． 【nsuchcasesforestmanagersshall,inth(

interim,providemeaningfulopportunitiesforpartiestobeengagedinforestmanagemenl

decisionswhiistresInectingtheprocessesandrolesandresponsibilitieslaidoutinthepolicief

andlawswherethecertifiCation・takesplace.

5.6.4森林管理活動は､独立国における原住民及び種族民に関する条約(ILO169号）及び先住民族の

権利に関する国際連合宣言に明記されているような、権利享有者の自由な‘事前の及び十分な情報に

基づく合意なく侵害されることのない、適用可能な場合には補償に関する条項も含む､法的な，慣習

法上の及び伝統的な権利という確立された枠組の認識のもとに実施されなければならない。権利の範

囲が決定されていない､あるいは議論されている地域においては、適正かつ公正な決定のための手続

がなければならない。このような場合，森林管理者は，当面の間，認証が実施される地域の政策及び

法律に規定されている手続，役割及び責任を尊重しつつ，関係者に対し‘森林管理の決定に関与する

意義のある機会を提供しなければならない。

う､6.6 Siteswithrecognizedspecifichistorical,culturalorspiritualsignificanceandareas

Fundamentaltomeetingthebasicneedsoflocaloonmunities (e.g、 health,subsistence) shall

)eprotectedormanagedinawaythattakesdueregardofthesignificanceofthesite.

1,6,6固有の歴史的，文化的又は精神的意義及び地域社会の基本的必要性を充たす地域基盤であるこ

とが認識されている場所は．当該場所の意義に十分に配慮して保護又は管理されなければならない。
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SGEC評議委員会･理事会議案1資料（事務局案）
■ ●

SGEC運用文書「3」－1の「基準5-1-5」 （アイヌ民族)に係る認証審査手続改正（案）

｡ ｡

改正（案） 現行規格

SGEC附属文書「3』－1 ．

1方針

｢基準5-1-5」 （アイヌ民族)に係る認証審査手続

アイヌの人々力囑住している地域の森林管理に当たっては, SGEC文書3「森林管理認証基準・指標・力

イドライン」5-1-5に基づき‘アイヌの人々の自由意思による，事前の及び十分な情報に基づく同意

(FPIC)を確保するため‘アイヌの人々又はその地域組織等と協議しなければならない。また､国際

的及び国内的な一般慣行が認められ，生成された若しくは生成されつつある慣習法における権利にも

留意しなければならない。

2認証審査手続

｢基準5-1-5』 （アイヌ民族〉に係る認証審査においては，森林管理者がアイヌの人々のFPICを確保し

ているかを確認するため，以下の項目について審査する Q

(1） 森林管理者は．当該管理地域に所在するアイヌの人々又はその地域組織等をステークホルダ
一 (利害関係者）として特定していること。 ステークホルダーの特定に当たっては、公益社団法人北

海道アイヌ協会等の関係団体及び関係市町村に照会する等，必要な調査をしていること。

（2） 森林管理者は、前項で特定されたステークホルダーに対し，説明会又は通信手段等により，

認証を取得する森林に係る森林管理計画（立木の伐採、林道開設等の計画〉について説明し，意見及
ぴ要望等を確認し､必要な場合には協議していること。ステークホルダーを特定できなかった場合，

森林管理者は 森林管理区域が所在する市町村に森林管理計画を説明し，地域住民が行政を通じて森

林管理計画を知ることができるように努めていること。また，森林管理者は，当該森林の管理に当た
り，以下の事項について十分に配慮していること。

①当該森林内における狩猟並びに染料，原料及び食料とする草木採取窯アイヌの人々の慣習の保全。

②当該森林内におけるチノミシリ （祈りの場)等、アイヌの人々の心のよりどころとなっている場所
の保全。

⑨子の他当該森林に係るアイヌ民族の文化，慣習等の保全。

SGEC運用文書「3｣-1 ･

1方針

｢基準5-1-5」 （アイヌ民族)に係る認証審査手順

アイヌの人々が居住している地域の森林管理に当たっては、アイヌ民族が独自の文化とアイデンティ

ティを持つ先住民族であるとの認識のもと、森林に係るアイヌ文化を尊重することを基本とし、 「滋

立国における原住民及び種族民に関する条約(ILO第169号） 」及び「先住民族の権利に関する国際

連合宣言」の関連条項を尊重するとともに、 「人種差別撤廃条約」及び「国際人権規約自由権規約」

等の国際法並びに「アイヌ文化の振興並びにアイヌの伝統等に関する知識の普及及び啓発に関する法

律」等の国内法の関連条項を遵守し、国際的及び国内的な一般慣行力潔められ、生成若しくは生成さ

れつつある慣習法における権利に十分留意しつつ、FPIC(自由意思による、事前の十分な情報に基づ

<同意）に従い、アイヌの人々の地域組織と協議を行うこととする。

2認証審査プロセス

｢基準5-1-5」 （アイヌ民族）に係る認証審査においては、以下のプロセスにより、森林管理者がFPIC

に従って公正に説明・協議を実施しているかを確認する。

(1)森林の管理者（以下「森林管理者」という。 ）は、当該地域に所在するアイヌの人々の地域組織

をステークホルダー（利害関係者）として特定しなければならない。地域組織の特定に当たっては、

関係市町村や北海道アイヌ協会等の関係団体に照会する等、必要な調査を実施しなければならない。

(2)森林管理者は、前項で特定されたアイヌの人々の地域組織に対し、認証を取得する森林に係る森

林管理計画（立木の伐採、林道開設等の計画）について、説明会若しくは通信手段等により説明し、

協議しなければならない。また、森林管理者は、当該森林の管理に当たって、以下の事項について特

に配慮しなければならない。

①当該森林内における狩猟、染料や食料とする草木採取等、アイヌの人々の慣習の保全。

②当該森林内におけるチノミシリ （祈りの場）等、アイヌの人々の心のよりどころとなっている場

所の保全。

3その他当該森林に係るアイヌ民族の文化、慣習等の保全。
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<参考資料＞北海道教育委員会

･国の指定、選定文化財一覧、北海道、市町柑旨定文化財一覧

･アイヌ文化に関連する名勝指定候補地一覧

･アイヌ民族の遺跡リスト

（2）の配慮事項に関連するその他のアイヌ関係資料
● の

(3) 前項の協議がまと誤らない場合，市町村等の関係機関に助言等を求め，又は必要に応じて現

地調査及び文献調査等を実施して補足説明を行う等，協議力植正かつ公正にまとまるよう努めている
こと 。

(4） 森林管理者は、アイヌの人々又はその地域組織等との協議について，内容及び経緯を書面に

記録し，保存していること。また，必要に応じて，双方力轆認した書面を作成していること。

注意書：本審査手順については，認証審査実施状況及び関係者の意見を踏まえつつ、来年度以降も継

続して検討する。

附則

12016年10月14日制定施行

22017年9月26日制定施行

但し、2018年3月31日まで移行期間とすることができる。

附則2

2018年11月1日制定施行

但し2018年12月31日までは移行期間とすることができる。

＜参考資料＞北海道教育委員会

･国の指定・選定文化財一覧、北海道、市町村指定文化財一覧

･アイヌ文化に関連する名勝指定候補地一覧

･アイヌ民族の遺跡リスト

(2)の配慮すべき事項に関係のあるその他のアイヌ関係資料

(3)前項の協議がまとまらない場合は、市町村等の関係機関に助言等を求めると共に、必要に応じて

現地調査、文献調査等を実施して補足説明を行う等、協議が公正にまとまるよう努めなければならな
い ｡

(4)森林管理者は、アイヌの人々の地域組織との協議について、内容及び経緯を書面に記録し、保存

しなければならない。なお、必要に応じて、双方が確認した書面を作成しなければならない。

注意書1 ：本基準の認証審査手順に関しては、「PEFC国際規格の持続可能な森林管理一要求事項(PEFC

ST1003:2010) 5.6,4森林管理行為」に準拠するものとする。

注意書2：本審査手順は、来年度以降も、認証審査実施状況及び関係者の意見を踏まえつつ更に検討

することとする。

附則

12016年10月14日制定施行

22017年9月26日制定施行

但し、2018年3月31日まで移行期間とすることができる。

● ●
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アイヌ民族に係る森林管理認証関するQandA

2018年11月1日

＜想定問＞

(アイヌ民族に係る森林管理認証手順）

(SGEC運用文書「3｣-1 ｢SGEC文書3」の「基準5-1-5｣ (アイヌ民族)に係る認証審査

手順）

問1アイヌの人々に対するFPICを確保しているかどうかを確認するために､森林管理者

は､具体的にどのようにアイヌの人々又はその地域組織をステークホルダーとしどの

ように特定するのか？

問2ステークホルダーとして特定されたアイヌの人々又はその地域組織に対して､森林

管理者はFPICを確保するために具体的にどのように森林管理計画の説明等を行うの

か？

問3森林管理者は、アイヌの人々又はその地域組織が特定されない場合には、FPICを確

保するために具体的にどのように対応すれば良いのか？
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アイヌ民族に係る森林管理認証関するQandA

＜想定問答＞

問1アイヌの人々に対するFPICを確保しているかどうかを確認するために､森林管理者

は､具体的にどのようにアイヌの人々又はその地域組織をステークホルダーとしどの

ように特定するのか？

(回答）

森林管理者は、当該地域に居住するアイヌの人々（以下「居住者」という。 ）又はそ

の者が組織する組織（以下「地域組織」という。 ）については、公益社団法人北海道

アイヌ協会等の関係団体及び関係市町村に照会した上で、次の手順に基づき実施し、

可能な限り把握するように努め、ステークホルダーとして特定しなければならない。

（参照文書: ｢SGEC運用文書「3｣-1の2の(1) ｣ )

(1)当該地域に居住するアイヌの人々の「地域組織」を特定することが出来る場合に

は、その「地域組織」をアイヌの人々のステークホルダーとして特定すること。

(2)前項「(1)」の「地域組織」としては特定できなないが、同地域に居住するアイヌ

の「居住者」として特定できる場合には、その「居住者」をアイヌの人々のステ

ークホルダーとして特定すること。

(3)前「(1)」及び「(2)」で規定するアイヌの人々のステークホルダーについて関係

団体及び市町村に照会してもなお特定できない場合には、その経過を記録し保管

しておくこと。

問2ステークホルダーとして特定されたアイヌの人々又はその地域組織に対してPIC

を確保するために、森林管理者は､具体的にどのように森林管理計画の説明等を行う

のか？

(回答）

（1）森林管理者は、 「問1の回答内容」に基づき特定されたアイヌの人々のステーク

ホルダーに対しては､説明会又は通信手段によって、 「森林管理計画の区域」、 「人

工林、天然林等の森林内容」及び「立木伐採や林道開設の方針、留意事項」等の森

林管理計画について説明し、当該ステークホルダーの意見及び要望を確認し、必要

な場合には協議を行わなければならない。 この場合、森林管理の実行に当たって

は、次の事項について十分配慮しなければならない。
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①当該森林内における狩猟並びに染料，原料及び食料とする草木採取等、アイヌ

の人々の慣習の保全。

②当該森林内におけるチノミシリ （祈りの場）等、アイヌの人々の心のよりどこ

ろとなっている場所の保全。

③その他当該森林に係るアイヌ民族の文化，慣習等の保全。

(2)前「(1)」のアイヌの人々のステークホルダーとの協議がまとまらない場合は、市

町村等の関係機関に助言等を求め,又は必要に応じて現地調査及び文献調査等を実

施して補足説明を行う等,協議が適正かつ公正にまとまるよう努めなければならな

い。

(3)前「(1)及び(2)」のアイヌの人々のステークホルダーとの協議について、その内

容及び経緯を書面に記録し，保存しなければならない。また、必要に応じて、双方

が確認した書面を作成しなければならない。

（参照文書: ｢SGEC運用文書「3｣-1の2」 ）

問3森林管理者は、アイヌの人々又はその地域組織が特定されない場合には、FPICを

確保するために具体的にどのように対応すれば良いか？

(回答）

森林管理者は、アイヌの人々のステークホルダーが特定できない場合には、森林管

理区域が所在する市町村に対して、 「問2の回答内容」に基づき森林管理計画等を説

明し､地域住民が行政を通じて森林管理計画を知ることができるように努めなければ

ならない。

この場合、当該市町村を通じて、該当するアイヌの人々のスデークホルダーとして

特定される「地域組織」若しくは「居住者」が確認された場合に、その者から、当該

森林管理計画の説明が求められ、その意見及び要望が提出された場合には、 「問zの

回答内容」に基づき適切に対応しなければならない。

(参照文書: ｢SGEC運用文書「3｣-1の2の(2) ｣ )
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<参照文書＞

SGEC運用文書「3」－1

「SGEC文書3」の「基準5-1-5｣ (アイヌ民族)に係る認証審査手続(抜粋）

2認証審査手続

「基準5-1-5」 （アイヌ民族）に係る認証審査においては，森林管理者がアイヌの人々のFPIC

を確保しているかを確認するため， 以下の項目について審査する。

（1） 森林管理者は，当該管理地域に所在するアイヌの人々又はその地域組織等をステークホ

ルダー(利害関係者)として特定していること。ステークホルダーの特定に当たっては，

公益社団法人北海道アイヌ協会等の関係団体及び関係市町村に照会する等，必要な調査

をしていること。

(2)森林管理者は,前項で特定されたステークホルダーに対し，説明会又は通信手段等により，

認証を取得する森林に係る森林管理計画(立木の伐採､林道開設等の計画)について説明し，

意見及び要望等を確認し，必要な場合には協議していること。ステークホルダーを特定でき

なかった場合，森林管理者は，森林管理区域が所在する市町村に森林管理計画を説明し，地

域住民が行政をとおして森林管理計画を知ることができるように努めていること。また，森

林管理者は， 当該森林の管理に当たり，以下の事項について十分に配慮していること。

①当該森林内における狩猟並びに染料，原料及び食料とする草木採取等、アイヌの人々の

慣習の保全。

②当該森林内におけるチノミシリ （祈りの場）等、アイヌの人々の心のよりどころとなっ

ている場所の保全。

③その他， 当該森林に係るアイヌ民族の文化，慣習等の保全。

＜参考資料＞北海道教育委員会

・国の指定・選定文化財一覧、北海道、市町村指定文化財一覧

・アイヌ文化に関連する名勝指定候補地一覧

・アイヌ民族の遺跡リスト

． （2）の配慮事項に関連するその他のアイヌ関係資料

(2) 前項の協議がまとまらない場合，市町村等の関係機関に助言等を求め，又は必要に応じ

て現地調査及び文献調査等を実施して補足説明を行う等，協議が適正かつ公正にまとま

るよう努めていること。

(4)森林管理者は，アイヌの人々又はその地域組織等との協議について， 内容及び経緯を書面

に記録し，保存していること。また，必要に応じて，双方が確認した書面を作成しているこ

と。
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別冊資料1 SGEC規格(2018年度制定・改正・公示）

42018年11月5日PEFC本部提出

RevisionofSGECdocumentsrelatedtoAinupeople .

アイヌ民族に関するSGEC文書の改訂（対ペンPEFCCEO)

IssuranceofanewSGECdocumentoncountermeasureagainst

heyfeverスギ花粉症に対処するためのSGEC文書の公示

、
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November5,2018

Mr.BenGunneberg

CEOandSecretaryGeneral
thePEFCCouncil

CC:Mr.MichaelBerger,PEFCSecretariat

MrJohanVlieger,PEFCSecretariat

ISsuanceofanewSGECdocumentoncountermeasuresagainsthayfever

DearBen,

Regardingourrecentcommunicationson"NoMoreHayFever''campaign,I

appreciateverymuchhryoursupporttotheinitiativeandlhavethepleasureto

infbrmyouthatSGECdrewupandissuedanewdocumentoncountermeasures

againsthayfvercausedbySugi(Criptomeriajaponica)pollenasshownmthe
attachment-

Ihopethatyoucouldprovideuswithcontinuoussupportandunderstandingin

oureffbrtstoenhancesustainablebrestmanagementbypromotingSGEC/PEFCRJrest
certification.

Sincerelyyours,

伽|肺『
KiyooNAKAGAWA(Mr.)
DirectorandChiefofSecretariat

SustainableGreenEcosystemCouncil
JAPAN



SGECAttachment5-4

ApprovedbythepresidentofSGEC
onAugustl5d',2018

-Recommendedlnitiative-

PromotionofcountermeasuresagainsthayfevercausedbySugipollen

Around30%ofJapanesepopulationisaffectedbyhayfever.Amajorcauseofthefever
ispollenofSugi(Japaneseceder,Cryptomeriajaponica),andSugiplantation,whichis
importantfbrpromotingfbrestryinJapanandaccountsfbrabout20%oftotalfbrestsand
50%oftotalartificialfbrests,isdrawingattentionasameasuresourceoftheallergen.

SugiiswidelydistributedthroughoutthecountryasauniquespeciestoJapan,adaptedto
thecountry'snaturalcondition,andhasbeenwidelyusedasagoodqUalitywoodmaterial
fbralongtimefbrhouses,livingutensilsandetc.AIso,inthefilture,Sugi isindispensable
asanativetreespeciesofJapanthatprotectsthenaturalenvironmentandsupplieshuman-
fiiendlyliVingspaceandmaterialsofwoodproductsfbrdailylife.

CurrentlySugiplantationsareenteringintotheirmaturityageand it isextremely
importanttopromoteappropriateandefficientutilizationoftheirtimberresourcesand
ensureregenerationofsuccessivefbrestsontheharvestedarea.

Undersuchcircumstances,SGECpromotes"co-existenceoffbrestswithhumanbeings
together''byintroducing"varietiesofSugi seedlingswhichgenerate lesspollen'' in
refbrestatiOnafterharvestingofexistingSugi plantationsbasedonexamination
physiologicalconditionsofSugifbrestssuchasgenerationofpollen,andimprovingSugi
plantationssothattheywillbenomorethesourcesofhayfeverasalong-termtargetof
overlOOyears

<recommendedmeasures>

ForestmanagersareencouragedtoplantvarietiesofSugiseedlingswhichgenerateless
polleninsitesappropriatefbrSugiplantationjudgedfigomtheprincipleof"rightspecies
inrightsite'',whenreplantingafterharvestofexistingSugifbrests,whileintroducing
naturalfbrestmanagementintheplaceslikemountainridgesandriparianzoneswhereit
isappropriatetodevelopbroad-leavedfbrests,seekingtodevelopdiversefbrestsinwhicll
Sugi fbrestsandbroad=leaVedfbrestsareadequatelyintermixeddependingonthe
growingconditionsofthesites.

Morespecifically, fbrestmanagersareencouraged
fbrests fillfillingmulti-fimctionsoffbrests such
watershedmanagement,whilecontrollingcurrent
throughthefbllowingmeasures;

todevelophealthyandvigorous
asbiodiversityconservationand
excessivesupplyofSugipollen

1



l. toactivelyintroducevarietiesofSugiseedlingswithgeneticcharacterof"lesspollen
generation'', inadditiontotheconventionalpreferredcharactersof"resistanttoclimate
andinsect/diseasedamage''andC<rapidgrowth",whenplantingonthesitessuitablefbr
Sugiplantation.Thisshouldbeparticularlytakenintoaccountfbrreplantinginthe
suburbanareasnearlargecities.

2.toactivelyintroduceanapproachoffbrestmanagementcapitalizingoncapabilityof
naturalregenerationoffbrestsintheplaceswheredevelopmentofbroad-leavedfbrests
areconsideredappropriate.

Regardingsupplyof"Sugi seedlingsgeneratinglesspollen", fbrestmanagers
consultwithfbrestrydepartmentorfbrestryresearchinstitutesofprefbctural

Note:Regardil
shOuldconsult

governments.

2



(仮訳）

2018年11月5日

宛先：ベンガニバーグ Mr.BenGunneberg

最高経営責任者・事務局長CEOandSecretaryGeneral

PEFC評議会 thePEFCCouncil

CC: ミカエル・バーガー、PEFC事務局Mr・MichaelBerger,PEFCSecretariat

ヨハン・ブリーガー、 PEFC事務局Mr.JohanVlieger,PEFCSecretariat

件名：アイヌ民族に関するSGEC文書の改訂

親愛なるペン様

アイヌ民族の問題に関しては、 SGEC理事会がアイヌ民族に関するSGEC文書の更なる

改訂を採択したことをお知らせすることができたことを嬉しく思います。 この改正は、北

海道アイヌ協会との継続的な協議とSGEC評議員会の下に設立されたアイヌ民族問題に関

するワーキンググループの議論の結果により行われました。

私は、 SGECとPEFCの信頼性を高めるために私たちが努力していることについて、貴

殿の継続的な支援と理解を賜れば、幸甚に存じます。

改訂された文書と改訂経緯を本信に添付しますので、ご覧ください。

敬具

中川清郎

理事・事務局長

緑の循環認証会議、 日本

(注：改訂したアイヌ関連規格（英文）の翻訳原稿は理事会決定（和文）のとおり｡）



(仮訳）

別添

表題:SGRC文書3｢SGEC森林管理認証の基準・指標・ガイドライン」及びSGEC運用文

書3－1 「基準5-1-5」の認証審査手順」の改訂過程

1事務局による草案作成前の協議

（1） 2018年7月19日：北海道アイヌ協会事務局と協議

（2）2018年7月19日：北海道大学アイヌと先住民研究センター落合准教授と協議

（3）2018年7月20日：北海道地域森林局と北海道府と協議

2.SGEC事務局による草案の編集

2018年8月6日：事務局草案の林野庁関連部門への説明．協議．編集

3.作業部会による審議

2018年10月1日:SGECの専門部会の下に設立されたアイヌ民族問題に関する作業部

会の会合を開催した。この部会には、北海道アイヌ協会、日本農業研究所、地球環境フォー

ラム、 日本製紙（株)、 日本治山治水協会のメンバーの他、北海道大学の落合准教授が顧問

として加わり、改正案修正について議論がなされた。

4.SGECのウェブサイトによる情報公開と意見聴取

作業部会の議論に基づいて軽微な変更を加えた改訂案（訳注：作業用原稿）を公式に

SGECのウェブサイトで公開し、改正案への意見提出を求め、また専門部会への参加を招請

した。

5専門部会

2018年10月18日:10名の専門家が出席し、東京大学名誉教授永田博士が座長を務める

専門部会を開催した。なお、ウェブサイトによる参加招請に応じた出席者はなく、意見提出

もまたなかった｡改正案は、いくつかの質問と回答の後､専門部会最終案として承認された。

6.評議員会および取締役会

2018年11月1日：評議員会および理事会を開催した。両会合で、専門部会から提案され

た改正案の最終案が採択された。

7.SGECウェプサイトによる公表

SGEC文書の改訂版は､2018年11月1日現在のSGECウェブサイトを通じて公表された。
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November5,2018

MrbBenGunneberg

CEOandSecretaryGeneral

thePEFCCouncil

CC:Mr.MichaelBerger,PEFCSecretariat

Mr.JohanWieger,PEFCSecretariat

ReviSionofSGECdocumentsrelatedtoAinupeoPle

DearBen,

WithrespecttotheAinupeople'sissue,Ihavethepleasuretoin允rmthatSGEC

BoardofDirectorsadoptedfUrtherrevisionofSGECdocumentsrelatedtoAinupeople.
Tl'isrevisionisaresultofcontinuousconsultationwithAinuAssociationofHokkaido

anddiscussioninaworkinggrouponAinupeople'sissueestablishedunderthe

CouncilorsCommitteeofSGEC,amongothers.

Iwouldappreciate ifyoucouldprovideuswithcontinuous supportand

understandinginoureffbrtstoenhancecredibilityofSGECandPEFC.

Theamendeddocumentsanditsprocessinchronologicalorderareshownm

AttachmentandAnnexrespectively.

SincerelyyOurs,

胴|
KiyooNAKAGAWA(Mr.)
DirectorandChiefofSecretariat

SustainableGreenEcosystemCouncil

JAPAN



Attachment: .
Revisionofprmciple5-1-5ofSGECDocument3(CPrinciples,IndicatorsandGuidelinesfbrSGECForestManagementCertifrcation''

1

Reviseddocument,SGECBoardapprovedmNovemberlst,2018 Previousdocument

SGECDocument3：

Principles,IndicatorsandGuidelinesfOrSGECForestManagement

Certification

RequirementsfbrForestManagementCertification

<principlerelatedtoAmupeople>

5-l-5WithrespecttoAmupeople,whoareindigenouspeoplemJapan,fbrestmanagers

shallconductfbrestmanagementactivitiesmrecoglitionoftheestablishedftamework

oflegal,customaryandtraditionairightsasoutlmedinlLO169andtheUNdeclaration

ontheRiJ1tsoflndigellousPeoples,whichshalinotbeinftingeduponwithoutthe

fifee,priorandinfbrmedconSent(FPIC)oftheholdersoftherights,mcludmgthe

provisionofcompensationwhereaPplicable.WheretheextentofriJIts isnotyet

resolvedorismdisputethereareprocessesfbrjustandfairresolutio11.Insuchcases

fbrestmanagersshall,mtheinterim,providemeanmgfilloppormnitiesfbrpartiesto

beengagedmfbrestmanagementdecisionswhilstrespeCtmgtheprocessesandroles

andresponsibilitiesiaidoutmthepoliciesandiawswherethecertiHcationtakesplace.

(PEFCST1003:2010-5.6.4)

Siteswithrecogn"edspecifichistorical,culmralorspiritualsiglificanceandareas

SGECDocument3：

PrinciPleS,IIldicatorSandGuidelinesfbrSGECForestManagement

Certification

RequirementsfbrForestManagementCertification

＜
● 9

prlncIplerelatedtoAinu peopIe＞

5-1-5 Forestmanager,recoglizingthattheAinulivingaroundthenorthempart

oftheJapaneseArchipelago,especiallyinHokkaido,aretheindigenouspeople

whohavetheiroriginal language,religionandculturalcharacteristics,shall

givecOnsideration,ftomafbrestmanagementviewpoint,topromotionofthe

Ainupolicybasedupon@ctheExpeItgreportonthepromotionoftheAinu

policy"(hereinafYerreferredtoas@theReport'),whilerespectinglLONo.169

andUNDeclarationontheRightoflndigenousPeoPles,andfbllowmgActon

thePromotionofAinuCulture,andDisseminationandEnligntenmentof

KnowIedge aboutAinuTradition,etc.(hereinafterreferredtoas@theAinu

CulturePromotionAct')andlnternationaIConventionontheEliminationof

AIIFormsofRacialDiscrimination.

Moreover,fbrestmanagermthedistrictwheretheAmuarelivingshallhave
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filndamentaltomeetingthebasicneedsoflocalcommunities(e.9.health,subsistence)

shallbeprotectedormanagedinawaythattakesdueregardofthesignificanceofthe

site.(PEFCSTIOO3:2010-5.6.6')

Inrecoglitionoftheestablishedffameworkmentionedabove,fbrest managers

shall takemtoaccount, amongothers,mtemational lawssuchas Intemational

ConventionontheElimmationofAIIFormsofRacialDiscrimmationandlnternational

CovenantonCivilandPoliticalRights,domesticlawssuchasActonthePromotion

ofAinuCulture,andDisseminationandEnlightemnentofKnowledgeaboutAmu

TiFadition他eremafTerre徒rredas"AmuCulmrePromotionAcf'),andtheresolutions

by@<CouncilfbrAinuPolicyPromotion''untiltodayandmthefilture.

InHokkaido,wherefbrestsarecloselyrelatedwithculmreandotheraspectsof

Ainupeople,procedurestoprovideAmupeoplewithsuiTicientpriormfbrmation

throughexplanatorymeetmgsorothermeasuresofcolmnunication,toconfIIrmtheir

viewsandrequests,andtoconsultwiththem,whennecessar)Lshallbepreparedin

ordertosecureFPICof･Ainupeople.

ForestmanagersshallmaketheutmosteiYbrttoidentifyAinupeopleandtheir

localorganization(s)whorequireFPICbyacquirmgmfbrmationfiommunicipal

govemmentsandotherrelatedorganizations.

Notel:FPIC:Free,Priorandhlfbrmedconsent

Note2: .GAinuCulturePromotionAct''wasenactedinl997,aimingtorealizea

societyinwhichtheprideofAinupeopleasanethnicgroupisrespected.

aprocess/mechanislntohearviewsofaregionalorganization(s)ofAmuasa

stakeholderthroughexplanatorymeetingsorothermeasuresofcommunication

andconsultwiththemonthemattersrelatedtomanagementofthefbrest

concernedmaccordancewithFPIC.Withrespectto(heconsultation,fbrest
P

managershallaisohaveaprocess/mechanismtoarriveatafairsolution,while

respecting/fbllowingtheabove-mentionedconventions,declaration,etc.

Notel：App licationofthis
● ●

prlnClpleshouldbeconductedinaccordancewith

thePEFCstandarddocuments,andshouldnotbedistmguishedbetween

"respectingP'and"fbllowing''inweigiingimportance.

NOte2:FPIC:Free,PriorandlnfbrmedConsent

Note3: CcAmuCulturePromotionAct''wasenactedinl997
○ p

,aImmg torealizea

societyinwhichtheprideofAmupeopleasanethnicgroupisrespected.

ccAdvisoryCouncilfbrFutureAinuPolicy''wasestablishedwithinthe

Japanesegovemment, inresponsetothe.4DeclarationontheRightsOf

IndigenousPeoples(UNDRIP)''adoptedbytheUnitedNationSGeneral

Assemblyin2007,andthe"ResolutiontoRecoglizetheAinuasan

IndigenousPeople''adoptedbytheHouseofRepresentativesandtheHouse

ofCouncilorsin2008basedolltheaimofmternationalconventionson

humanrightssuchasIntemationalConventionontheEliminationofAll

FomisofRacialDiscri皿nation．
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Laterlafterthe"DeclarationolltheRightsofnldigenousPeoples(UNDRIP)"

wasadoptedbytheUnitedNationsGeneralAssemblyin2007andthe

"ResolutiontoRecognizetheAinuasanlndigenousPeople''wasadoptedby

theHouseofRepresentativesandtheHouseofCouncilorsofJapaneseDiet

inJune2008,theGovermnentofJapanadmittedAillupeopleasan

indigenouspeople,andChiefCabinetSecretaryestablishedLcAdvisory

CouncilfbrFutureAinuPolicy''.Thefinalreportoftheadvisorycouncil,

releaSedinJuly2009,statedthatthefUtureAmupolicyshouldbedeveloped

"undertherecognitionthattheAinuareanmdigenouspeople'',andderived

from"therecognitionthatthenationalgovemmenthasagreatresponsibility

totakesufficientmeasurestoensuretherevivalofindigenousAinuculture,

takingintoconsiderationthehistoricalcontextofhowthemodernizationof

Japanasanationalpolicyseriouslydamagedtheirculmre'',andproposed

severalconcretepolicies.Afferwards,mDecember2009,theCcCouncilfbr

AinuPolicyPromotion''wasestablishedintheGovernmentwithChief

CabmetSecretaryasthechaiIpersonandmaterializationoftheproposed

policiesarenowbeingdeliberated.

Note3: Thereportof"HokkaidoAinuLivingConditionsSurvey''compiled

byAinuPolicyDivision,AinuMeasuresPromotionBureau,Departmentof

EnvironmentandLifestyle,HokkaidoPrefecturalGovemment,includethe

dataon"numberoftargetedhouseholdsandpeople''.However,thisnumber

showsonlynumberofhouseholdsorpeoplewhoansweredtheSurveyand

Afferwards,thefinalreportoftheadvisorycouncil, releasedinJuly2009,

statedthatthefiltureAmupolicyshouldbedevelopedbasedontherecoglition

ofindigenousnessofAinupeople.Furthennore,fbllowingtheabovereport>

the"CouncilfbrAinuPolicyPromotion''waSestablishedintheGovemment

mordertopromotemtegratedandeffbctiveAinuPolicyreflectingopinionsof

Ainupeopleetc.

Inlightoftheabovehistoricalcontext,theGovernmentiscunfently

promotmgpoliciesmwhichprioritiesareputonpromotion,enliJ1tenment

anddisseminationofAinuculture,andimprovementoflivelihoodofAinu

people.
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doesnotnecessarilyreflectnumberofAinuhouseholdsandpeoplelivmgin

Hokkaido・Therefbre,thereispossibilitythatAinupeopleactuallyliveinthe

areawhere"numberoftar"tedhouseholdsandpeople''inthesurveywas

recorded"zero''orC｡-",and,(herefbre,fbrestmanagersshallmakeeffbrtsto

secureFPICofAmupeopleeveninsuchareawhenfbnnulatingafbrest

managementplan.

●
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Rcviseddocument,SGECBoardapprovedmNovemberlstl2018 Previousdocument

SGECOperationalDocumentlG3''-1

ProceduresofCertificationEvaluationwithrespecttoPrinciple5-1-50fSGEC

Document3

1．General
e ●

prmc1ple

InconductingfbrestmanagementmanareawhereAinupeoplereside,

fbrestmanagersshallmakeconsultationwithAinupeopleoraregional

organization(s)ofAinupeopleintheareaconcernedmordertosecurefree,

prio瓜infbrmedconSent(FPIC)ofAinupeoplebasedonPrinciple5-1-5of

SGECDocument3<cPrmciples,IndicatorsalldGuidelinesfOrSGECForest

ManagementCertification''.Forestmanagersshallpayattentiontorights

undercustomarylawwhicharegeneratedorbeinggeneratedthroughgeneral

customarypracticesrecognizedintemationallyanddomestically.

2.CertificationEvaluationProcess

InconductingcertificationevaluationrelatedtoPrinciple5-l-5(Ainu

people),thefbllowingpomtsareevaluatedinordertoconfirmwhetherfbrest

managerssecureFPICofAinupeopleOrnot.

SGECOperationalDocument<G3''-1

ProceduresofCertificationEvaluationwithrespecttoPrinciple5-1-5ofSGEC

Document3

1．General
● ●

prlnC1pIe

AfbrestmanagerbrespectillgConventionconceminglndigenousandTribal

PeoplesmlndependentCountries(ILO169)andUNDeclarationontheRiJItof

IndigenousPeoples,fbllowillgintemationallawssuchasIntemational

ConventionontheElimmationofAIIFormsofRacialDiscriminationand

IntemationaICovenantonCivilandPoliticalRightsoflntemationalCovenants

onHumanRights,alsofbllowingrelatedalticlesofdomesticiawssuchasAct

onthePromotionofAinuCulture,andDisseminationandEnlightenmentof

KnowledgeaboutAinuTradition,etc.,payingsuffYcientattentiontorightsunder

customalylawwhicharegeneratedorbeinggeneratedthroughgeneral

customarypracticesrecoglizedintemationallyanddomesticallybshallmake

consultationwitharegionalorganization(s)ofAinupeopleinaccordancewith

FPIC(FreePriorlnfOrmedConsent)inconductingfbrestmanagementinanarea

whereAinupeoplereside,withrespectfbrculmreofAinupeoplerelatedto

fbrestsandrecoglitionthattheAmuaretheindigenousPeopiewhohavetheir
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(1)ForestmanagersshallidentifyAinupeoplewhoresideintheareaoffbrest

managementconcernedorlocalorganization(s)ofAmupeoplelocatedinthe

areaasstakehoiders. Inidentifyingthesestakeholders, thefbrestmanagers

shallconduct necessarysurveyby,fbrexample,acquirmginfbnnationfifom

local govemments and/orother relevant organizations suchasAinu

AssociationofHokkaido.

(2)Forestmangersshalldeliverexplanationtothestakeholdersidentifiedas

described inabove(1) throughmeetmgsand/orothercolmnunication

measuresregardillgamanagementplan(timberharvesting, fbrestroad

construction, etc.)ofthefbrestofwhichthefbrestmanagersapplyfbr

certification,confYrmtheirviewsandrequests,andmakeconsultatiollwith

themwhennecessary. If fbrestmanagers arenot able to identify

stakeholders,theyshallexplainthefbrestmanagementplantothemunicipal

govermnent(s)atthelocationoftheirfbrestmanagementareasothatlocal

residentsareabletoacquiremfbnnationonthefbrestmanagementplan

througlthemunicipalgovemment(s).

Forestmanagersshallpayparticularattentiontothefbllowingissuesil1

managingthefbrest;

①protectionofcustomarypracticesofAinupeopleinthefbrestconcerned

orlginalcuImreandidentity、

2.CeItiflcationEvaIuationProcess

InconductmgcertificationevaluationrelatedtoPrinciple5-l-5(Ainupeople),

itshailbeevaluatedwhetherafbrestmanagerdeliverexplanationand/ormake

consultationmafairmannerinaccordancewithFPICwiththefbllowmg

procedures.

(1)Afbrestmanagershall identifyalocalorganization(s)ofAinupeople

locatedintheareaconcemedasastakeholdef

Inidentifyingthelocalorganization(s),thefbrestmanagershallconduct

necessarysurveyby,fbrexample,acquiringinfbnnationfifomlocal

govemmentsand/brotherrelevantorganizationssuchasAmuAssociationof

Hokkaido．

(2)Thefbrestmangershalldeliverexplanationand/brmakeconsultation

withthelocalorganization(s)ofAinupeopleregardingamanagementplan

(timberhaIvesting,fbrestroadconstruction,etc.)ofthefbrestwhichthe

fbrestmanager(s)appliesfbrcertification,throughmeetingsand/or

communicationmeasures.TheR)restmanager(s)shallpayparticular



suchashuntingorgatheringofplantsusedasdyeorfbod

②protectionofsitesofspiritualsignificancefbrAinupeoplesuchas

"chinomishiri"(sitesfbrprayer)

③protectionofotherculmreandcustomsofAinupeoplerelatedtothe

fbrestconcemed

goIplanIsuseqasqycorlooc

aprotectionofsitesc

"chinomishiri"(sites

③protectionofother,

価restconcemed

attentiontothefbllowingissuesinmanagingthefbrest;

①protectionofcustomarypracticesofAinupeopleinthefbrestconcemed

suchashuntingorgatheringofplantsusedasdyeorfbod

②protectionofsitesofspiritualsignificancefbrAinupeoplesuchas

"chinomishiri''(sitesfbrpfayer)

③proteCtionofotherculmreandcustomsofAinupeoplerelatedtothe

fbrestconcemed

<references>BoardofEducation,Hokkaido

Listofculturalassetsdesiglatedbythenationalgovernment,●

HokkaidoprefecturalgovemmentandmunicipalgovermnenC

CandidateSofdesiglatedculturalorscenicsitesrelatedtoAinu●

cuImre

ListofhistoricalremainsormonumentsofAinupeople●

OtherAinuconcemeddocumentsrelatedtoparticularattention●

shownintheabove(2)

s＞BoardorEducatIon,HokkaIdo

stofculturalassetsdesiglatedbythenationalgo，

3kkaidoPrefecturalgovemmentandmunicipalgc

mdidateSofdesimatedculturalorscenicsitesrel M】〃

_,lsIoImsLonc“【cmamsormonumcn塵oIAmupcop

9therAinuconcemeddocumentsrelatedtoparticulal

§hnwnintheabove(2)

<references>BoardofEducation,HOkkaido

Listofculturalassetsdesiglatedbythenationalgovemment,●

HOkkaidoprefecturalgovemmentandmunicipalgovemments

｡ CandidatesofdesiglatedculturalorscenicsitesrelatedtoAmu

CuImre

ListofhistoricalremainsormonumentsofAinupeople●

OtherAinuconcerneddocumentsrelatedtoparticularattention●

shownintheabove(2)

(3)Incasethatasolutio11isnotreachedthroughtheconsultationdescribedm

iheabove,thefbrestmanagersshallseekadvicefifomrelevant

organizations.suchasmunicipalgovemmentSandmakefUrtherefrbrtto

reachanapPropriateandfairsolutionthrough,fbreXample,additional

explanationbasedonafieldsurveyanddocumentSurveyuponnecessity

JluuunI苫、OL【caCncuLnIou尾nulcじun苫u肌auonucsC【1DCL

【neaDove,meIorc鄙managerssnallsccKaqvICcIIomIcIcvam

3rganizations.suchasmunicipalgovemmentSandmakefUrtherefrbrttc

reachanapPropriateandfairsolutionthrough,fbreXample,additional

exDIanationbasedonafieldsurvevanddocumentsurvevubonnecessit

(3)Incaseasolutionisnotreachedthroughtheconsultationdescribedinthe

above,thefbrestmanager(s)shaliseekadvicefromrelevantorganizations

suchasmunicipalgovermnentsandmakefilrthereffbrttoreachafair

solutionthrough,fbrexample,additionalexplanationbasedonafield(4)Thefbrestmanagersshallkeepwrittenrecordsofthecontentandprocess

7
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oftheconsultationwithAinupeopleorthelocalAinuorganization(s).

Whennecessary,awriltenrecordagreedbybothsideSshallbemade.

Note:Theseproceduresareundercontinuousreviewinthenextyearand

thereafierbasedontheactualsituationofcertificationevaluationand

● ●

opmlonS ofsmkeholders.

surveyanddocumentsurveyuponnecessity.

(4)Thefbrestmanager(s)shallkeepwrittenrecordsofthecontentand

processoftheconsultationwiththelocalAinuorganization(s).When

necessary,awrittenrecordageedbybothsidesshallbemade.

Notel:CeItifYcationevaluationproceduresstipulatedmthisstandardareto

complywith5.6.4"Forestmanagementactivitied'ofPEFC1003:2010

<CSustainableForestManagement-Requirement"'

Note2:Thisevaluationproceduresaretobefilrtherreviewedinthenextfiscal

yearandafter,basedontheactualimplementationofcertifYcation

evaluationandopinionsprovidedbystakeholders.



Annex

RevisionProcessofSGECDocument3GGPrinciples,indicators
andGuidelinesfOrSGECForestManagementCertification''and

SGECOperationaIDocument3-1GGcertificationevaluation
proceduresonPrincipleS-1-SofSGECDocument''in

chronoiogicalorder

1. Consultationpriortodraftingbythesecretariat

(1)ConsultationwiththesecretariatofAinuAssociationofHokkaidoon
Julyl9th,2018

(2)ConsultationwithDr.Ochiai,AssociateProfessor,CenterforAinuand
IndigenousStudies,HokkaidoUniversity,onJulyl9th,2018

(3)ConsultationwithHokkaidoRegionalForestOfficeandHokkaido
PrefecturalGovernmentonJuly20th,2018

2. CompilationofadraftamendmentbySGECsecretariat
Asecretariatdraffoftheamendmentwascompiledafferfurther

consultationwiththerelevantsectionofForestryAgency,onAugust6th,
2018．

3．Deliberationbytheworkinggroup
AmeetingoftheworkinggrouponAinupeople､sissuewhichwas
establishedundertheExpertCommitteeofSGECwasheldonOctoberlst,

withmembersfromAinuAssociationofHokkaido,JapanAgricultural
ResearchInstitute,GIobalEnvironmentaIForum,NipponPaperCompany,
JapanForestConservationAssociationandalsojoinedbyDr.Ochiaifrom
HokkaidoUniversityasanadvisor,andthedraffamendmentwasdiscussed.

4.PublicconsultationthroughSGECwebsite.

ThedraftwithminorchangesbasedontheworkinggroupdiscUssion
wasdiscIosedintheSGECwebsite.Opinionstothedraftandparticipation
totheexpertcommitteemeetingwaspubliclyinvited.

5.Expertcommitteemeeting

AnexpertcommitteemeetingwasheldonOctoberl8th,2018with
attendanceoflOexpertsandchairedbyDr・Nagata,ProfessorEmeritusof

1



theUniversityofTokyo.Therewasnoattendantoropinioninresponseto
publicconsultation,Thedraftwasapprovedbythecommitteeafterseveral
questionsandanswers.

6.CouncilorsCommitteemeetingandBoardofDirectorsmeeting
AcouncilorsCommitteemeetingandBoardofDirectorsmeetingwere

heldonNovemberlst,2018,andbothmeetingsadoptedthedraft
amendmentasproposed.

7.PublicannouncementviaSGECwebsite

TheamendmentofSGECdocumentswaspubliclyannouncedthrough
SGECwebsiteasofNovemberlst,2018.

2
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別冊資料1 SGEC規格(2018年度制定・改正・公示）

52019年3月27日第3回理事会提出

別冊資料4森林認証管理要求事項 基準7で規定するモニタリン

グの実施方法について

、



2018年度一般社団法人緑の循環認証会議(SGEC/PEFCジャパン）第3回理事会･評議委員会

別冊資料4森林認証管理要求事項基準了で規定するモニタリングの実施方法について

SGEC運用文書「3｣-2

2019年4月1日制定

SGEC文書3｢SGEC森林管理認証基準･指標･カｲドﾗｲﾝ｣の

3森林認証管理要求事項基準7で規定するモニタリングの実施方法について

はじめに

本文書は､SGEC文書3 ｢SGEC森林管理認証基準･指標･カｲドﾗｲﾝ(以下｢SGEC文書3｣という｡)｣の「3森林認証管理要求事項基準7」

及び､PEFCST1003:2018｢持続可能な森林管理一要求事項｣の｢9.1モニタリング､測定､分析及び評価｣に準拠して策定したものである。

森林管理者は､本文書の規定を範として､現地の実態に即して､認証森林のモニタリングを実施することとする。

目次

○モニタリング調査の方法

1森林施業履歴及び被害等の記録

2固定調査点(固定プロット)設定･調査

3社会･経済的環境に関する概況調査

4モニタリング調査結果の検討

1



○モニタリング調査について

モニタリング調査は､認証森林の施業及び被害に関する記録(SGEC文書3の｢7-3-1｣)や森林施業実行に伴う森林の諸機能に及ぼす効
果･影響､固定プロットにおける継続調査､更には社会･経済的な影響調査を含めて､少なくとも年1回定期的に実施しなければならない。

1森林施業履歴及び被害等の記録

1.1認証森林の所在地

認証森林の所在地を明示する。

<認証森林所在地及び森林管理者(参考例)＞

表1-1認証森林所在地及び森林管理者(参考例） (作成･更新年月日： ）

注:森林管理者名の備考欄には､施業受託の場合､その旨を記載。

表1-2認証森林所在地(林小班)一覧表(参考例)(作成･更新年月日）

(森林の所在地位置図を添付）

注1:林種欄には天然林､人工林別及び主な樹種を記載。

注2:備考欄には施業制限等のある森林について､その制限内容を記載。

2

認証森林の名称 備考

認証森林の所在地(県､市町村､番地）

森林管理者名

認証森林の名称 備考

写
ノ ンく班名

ー

ノ

ー

ン§班の内訳(小勇 畠､小班の細分） 面責(小班､小勇 ﾐの細分毎）
一

ノ ン

一 二

、 〃菫



1.2森林施業圃震記録の作成

認証森林の場所(林小班)別に､年度別､作業種別の施業履歴を｢表1-3｣を参考にして記録する(SGEC文書3｢7-3-1｣)。また､実施した森
林施業に関連して、 「生物多様性の保全｣、 「土壌及び水資源の保全｣及び｢森林の生産力や健全性｣の観点から今後の森林施業上留意する
べき事項について､必要な情報を記録する｡なお､事業の着手時､実施途上､完了時等における現地確認結果を記録する。

<森林施業履歴記録簿様式(参考例)＞

表1－3施業履歴記録（○○年)様式

認証森林の名称： 認証森林の位置：

注1:伐採の方法欄には､皆伐･択伐･その他(更新伐等)の別を記載。

注2間伐の方法欄には､切りすて､利用の別を記載。

注3:備考欄に事業の着手時､実施途上､完了時等における現地確認結果を記録する。

注4:任意の様式により､実施した森林施業に関連して､SGEC文書3の｢基準2生物多様性の保全｣、｢基準3土壌及び水資源の保全と維持｣及

び｢基準4森林生態系の生産力及び健全性の維持｣の観点から留意するべき事項について､今後の森林施業を実施するうえで必要な情報

を記録する。（｢森林管理認証審査の検証規格及びCoC審査検証規格の現地確認事項（参考)」を参照）

3

年 林4

班

、 伐採

方法 面積 時期

更新

樹種
面
積
時期

補植/改植

区分 樹種 面積 時期

保育

区分 面積
時
期

間伐

方法
面
積
時
期

備考

補植

改植

下刈

除伐

ツル切

枝打



1.3森休被害等の記録の作成

認証森林の場所(林小班)別に､病虫害､獣害､森林火災､気象害の被害状況や森林保険の加入､損害填補状況について、 「表1－4｣を参
考にして記録する(SGEC文書3の｢7-3-1｣)｡

また､実施した森林施業に関連して、 「生物多様性の保全｣、 「土壌及び水資源の保全｣及び｢森林の生産力や健全性｣の観点から今後の森

林施業を実施するうえで留意するべき事項について､必要な情報を記録する。

＜森林被害等の記録様式(参考例＞

表1-4森林被害記録様式

森林の名称： 森林の位置：

■ ■ ■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■

注1:その他欄には､盗伐､誤伐等の被害を必要に応じて記載する。

注2:また､任意の様式により､SGEC文書3の｢基準2生物多様性の保全｣、 ｢基準3土壌及び水資源の保全と維持｣及び｢基準4森林生態系

の生産力及び健全性の維持｣の観点から留意するべき事項について記録する。 (SGEC運用文書「5」－2 「森林管理認証審査の検証規

格及びCoC審査検証規格の現地確認事項（参考)」を参照）

4

年 林
小
班

病虫害

種
類
面
積
時
期
対
処

獣害

種
類
面
積
時
期
対
処

森林火災

種
類
面
積
時
期
対
処

気象害

種
類
面
積
時
期
対
処

その他

種
類
面
積
時
期
対
処

備考



2固定調査点(固定ブﾛｯﾄ)設定･調査

2.1固定ブﾛｯﾄの調査

ブﾛｯﾄの選定に当たっては､森林の健全性及び活力の維持･保全の観点から､次の事項を含む森林管理計画等の達成状況等を検証するた
めに必要な項目についてﾘｽﾄを作成し､この調査が可能であるものとする。

・森林施業の実施による林分の構成､成林及び成長状況

・森林病虫獣害､凍害､雪害等の気象や自然発生火災を含む火災等の被災状況

・森林施業の実施に起因する森林生態系の健全性や活力に及ぼす影響

2.2固定ブﾛｯﾄ設定

2蟻2.1固定ブﾛｯﾄ設定箇所の選定

前記3．1の調査を実施するため､検証に必要な調査項目を念頭に､平均的な林分を選定して固定プロットを設定する。

2.2.2平均的な林分の単位

原則として認証対象森林面積が100haを超える森林認証にあっては､樹種､林相､施業の一体性等を考慮して概ね100haを1単位区域と

し､単位区域ごとの平均的な林分において1箇所を固定プロットとして選定する｡但し､現地サンプリングの方法としては､グループ森林認証の

場合(会社有林などで､附属文書2－4グループ森林管理認証の要件を満たす森林を含む)においては､ｻｲﾄとの関連性を十分考慮しつつ、

認証森林の実態が十分反映された場合は､適正な固定プロットの単位面積､箇所数とすることができる。

なお､この単位区域の面積は､認証面積の規模､現況等を勘案し､適切な面積とする｡また､森林面積が100ha以下であっても､少なくとも1

箇所は固定プロットを設置し､調査を実施する｡また､間伐などの実施に伴って､設定する調査プロットが本調査の目的に適合する場合には、

それを採用することができる。

2.2.3固定ブﾛｯﾄの面積及び形状

1プロットの面積は､原則として水平投影面積で0.04haとし､形状は原則として中心杭から半径11.28mの円形とするが､ほぼ同面積となる方

形とすることも差し支えない｡ただし､幼､壮令林等森林植生の実態に応じて､全体を反映すると判断できる場合は､1プロット面積を0.01haと

することができる。

5



2.2.4調査の時期

プロットにおける調査の時期は､生葉による樹種及び草本の種類の判別が可能な時期とする。

但し､ブﾛｯﾄを含む一帯の森林の被災､又は当該森林の環境における大きな変化の発生等により､早急にその実態を把握する必要が生じ
た場合は､臨時的に調査を実施しなければならない。

2.2.5調査内容

調査内容は原則として｢表2-1｣のとおりとするが､必要に応じて追加するものとする。

表2－1固定調査プロットにおける調査内容

6

区分 調査内容

調査プロットの位置 林小班名、明認点との位置関係、中心位置への杭の打設等によりプロットの中心位置を明示､記録する｡可能ならば

GPSによる経緯度､地形図へ位置を記録する。

地況 標高､方位､ ‘頃斜､局所地形､表層地質､土壌型分類､土壌浸食度､車道からの距離､集落からの距離

概況 土地所有区分､法令に基づく地域指定､法令以外の地域指定､伐採方法の指定､森林簿上の林種及び樹種

林分構成 (優占樹種又は育成目的樹種について)樹種､林型(単相林･複層林)、更新方法(人工植栽､萌芽更新､天然下種

更新等）

施業履歴 林齢､実施された施業の種類(表1-3｢森林施業履歴記録簿｣による｡）

被害履歴 病虫獣害､気象災害､又はその他の被災と対処(表1-4 「森林被害記録｣による）

立木の現況 優占樹種(育成目的樹種)について樹種､胸高直径､樹高の毎木調査、

被圧木又は被害木について本数､状況(剥皮､空洞等）

伐根 伐根径､年輪数､腐朽度､伐採理由(前生樹の皆伐､間伐､被害木処理等）

倒木 中央径､樹長､腐朽度､原因(風雪害､病虫獣害等）

下層植生 階層構造(上･中･下層)の有無､階層別の植被率･主な樹種又は草本の種類･優占度



3.社会･経済的な管理に関する概況調査

認証対象森林の賦存する流域における社会･経済的な状況､認証林産物のサプライチェーン､アイヌの人々を含む地域住民やステークホルダ

ー､森林施業等に携わる従事者の安全衛生対策等を踏まえ､表3-1を参考として調査を行うこととし､必要に応じて追加するものとする。

表3-1社会･経済的状況等に関する調査内容(参考例）

7

区分 調査内容

流域における森林生態系のサービスの状況 洪水･斜面崩壊･流木等の災害の防災減災､農水産業の生産環境､住民の生活

環境

認証林産物(非木材林産物を含む｡）の供給･流通の状

況

認証林産物の流通､林産業の振興

地域住民(アイヌの人々を含む｡）、ステークホルダー等

に対する影響

紛争や苦情､慣行利用による生活資材の供給､森林レクリエーション､ボランテイ

ア活動､文化活動

従事者の労働安全衛生 請負事業者毎に､下記を記載する。

雇用条件の順守､教育･訓練の実施



4モニタリング調査結果の検討

4.1モニタリング調査結果の検討

継続調査･点検･評価(モニタリング)調査の結果は､森林管理組織の内部監査において､森林管理計画の達成度､認証森林の環境に対する

影響及び社会･経済的環境について、自ら調査し(自己検証)、その評価､改善点等の検討を行い､森林管理計画の改訂に反映させる。

4.2森林管理計画の施業計画の達成度に関する検討

森林管理計画における各施業の計画量もとに前記｢1森林施業履歴及び被害等の記録｣の結果を検証･分析して評価し､必要な改善措置を

検討し､表4-2 「認証対象森林の自然環境に関する影響評価チェックリスト(参考例)｣を参考｣にして記入する。

表4-1森林管理計画の施業計画の達成度ﾁｪｯｸﾘｽﾄ(参考例）

認証森林の名称： 認証森林の位置：

8

区分 SGEC文書3の項目 内容

森林管理計画における施業計

画の雷戎度の評価

十分 不十分

改善措置

施業履歴 4.3.1

4.3.4

4.5.2

4.6.3

伐採､更新

補植/改植

保育(下刈､除伐､ツル切､枝打）

間伐

被害履歴 4.7.2

4.7.2

4.8.3

7.3.1

森林病虫害の発生と対処

森林獣害の発生と対処

森林火災の発生と対処

気象害の発生と対処

その他

路網 3.5.2 維持･管理体制



4.3認証対象森林の自然環境に関する影響評価

森林管理計画における｢持続可能な森林の管理･経営に関する基本方針｣をもとにして､1.｢森林施業履歴及び被害等の記録｣及び2． 「固定

調査ブﾛｯﾄにおける調査｣の結果に基づき検証･分析のうえ評価し､俵4-2]を参考にして必要な改善措置を検討する。

表4－2認証対象森林の自然環境に関する影響評価ﾁｪｯｸﾘｽﾄ(参考例）

認証森林の名称： 認証森林の位置：

注1:前記「2固定調査点(固定プロット)設定･調査｣から考察されること。

注2:前記「1森林施業履歴及び森林被害等の記録｣から考察されること。

9

基準 チェック内容 筐 所数 評価結果 改善事項の指摘 改善措置

SGEC文書3の基

準2 「生物多様

性の保全」

保存に配慮すべき貴重な動植物等

が存在する林分､渓畔林等につい

て､適切な保全対策がとられている

か。

モニタリング

プロット

施業実施箇所

SGEC文書3の基

準3 「土壌及び

水資源の保全と

維持」

急傾斜地､荒廃林地､林内路の路

面及び法面について､適切な土壌

保全や荒廃の復旧対策がとられて

いるか。

モニタリング

プロット

施業実施箇所

SGEC文書3の

｢基準4森林生態

系の生産力及び

健全性の維持」

伐採･更新･保育･保護等について、

適切な対応がとられているか。

モニタリング

プロット

施業実施箇所



注3:チェックに当たっては､SGEC運用文書「5｣-2「森林管理認証審査の検証規格及びCoC審査検証規格の現地確認事項(参考)｣を参照す

ること。

4．3社会･経済的環境影響評価に関する検討

森林管理計画における｢持続可能な森林の管理･経営に関する基本方針｣に基づく事業の実行結果について、 「4社会･経済的な管理に関

する概況調査｣の調査結果を検証･分析のうえ評価して記入し､また、 「表4-3｣を参考に必要な改善措置を検討し､記録する。

表4-3社会･経済的環境影響評価ﾁｪｯｸﾘｽﾄ(参考例）

認証森林の名称： 認証森林の位置：

以上
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区分 評価結果 改善事項の指摘 改善措置

流域における森林生態系のサービスの状況

認証林産物(非木材林産物を含む｡）の供給．

流通の状況

地域住民(アイヌの人々を含む｡）、ステークホ

ルダー等に対する影響の状況

労働安全衛生対策の状況
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2018年2月

関係各位

2018年1月29日付の朝日新聞(国際面)記事について

皆様方におかれましては、 PEFC国際認証制度について日頃からご支援、ご理解を賜

っておりますことを厚く御礼申し上げます。

さて、去る1月29日付け朝日新聞の9面に、 「木材最大の輸出先は日本」のタイト

ルでPEFC国際森林認証制度（以下「PEFC認証制度」という）に言及する記事が掲載

されました。この記事の中でPEFC本部による認証制度に関するコメントとして引用さ

れている部分には、読者に誤解を生じる懸念があると思われる箇所が見受けられます

ので、今般、 PEFC認証制度の特長、そして、その信頼性を確保するための基礎となっ

ている仕組みについて説明し、PEFC関係者はもとより‘市民・消費者の方々にPEFC

認証制度について、ご理解を賜りたくご案内申し上げます。

(1) PEFC認証制度は、持続可能な森林管理をグローバルに促進することを使命とし

ており､PEFCとの相互承認を行った各国の森林認証制度は、世界の149か国が参加

して策定された「政府間プロセス（持続可能な森林管理のための基準と指標)」をベ

ースにするとともに、 PEFC国際認証規格との適合性を厳しく検証した上でPEFCの

承認を求めて制定しております。

このことから、 PEFCとの相互承認を行った各国の森林認証制度による認証を受け

た森林を原産地とする木材製品や紙製品については、合法性は言うに及ばず持続可

能性が担保されております。

また鐸認証製品に部分的に認証材以外の原材料が使用される場合であっても、認

証材以外の原材料については、管理材として認証規格に基づきCoC認証企業により

「問題のある出処」からの原材料が混入しないように厳しく検証（｢デユーデイリジ

エンス・システム」 :DDS)し、 リスク管理がなされております。

(2)企業や団体が､PEFCとの相互承認を行った各国の森林認証制度による森林管理

認証やCoC認証を取得するにあたっては、各国の国際認定フォーラム(IAF)に加

盟した認定機関により、その認証審査の能力や資質そして独立性などについて厳格

に検証されて認定を受けている認証機関によって、 「森林管理認証(FM)規格」や

「COC認証規格｣の要求事項に対する適合性について、厳しい審査“評価を受けな

ければなりません。つまり、認証取得者は、認証規格への適合性について、独立し

1
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た審査者である認証機関に対して立証し、その審査を受けることが必須要件となっ

ております。

このようなPEFCの認証手順は、国際的に認められたISOのベストプラクティス

の要求に従っており、認証機関による認証規格への適合性が確認されない限り認証

が付与されることはありません。

もちろん、認証機関は、認証森林(FM)"CoC認証企業に対して市民・消費者な

どから疑義が提起された場合には、その問題解決のために「苦情申し立ての手続

き」を有しており、この手続きは誰でも、包括的な調査のために無償で使用するこ

とが可能です。この手続きを十全に活用できることが、PEFC認証制度の信頼性を確

保する上で重要な要素の一つとなっております。

以上が、私どもがPEFC認証制度について自信をもって皆様にご案内できる理由で

す。

(3) PEFCは、世界中の何百万人もの森林所有者や何千もの企業や団体はもとより、

多くの関係機関や市民・消費者の方々による信頼と支持をいただいております。

PEFCは、世界をリードする森林認証制度として、第三者による評価を受けてきま

した。この中には最も包括的かつ公正・公平な評価の一例と考えております英国や

オランダ政府が実施している森林認証制度の評価制度があります。 PEFCはこうした

制度によっても高い評価を受けており、 PEFC認証材はこれらの国々を含む多くの主

要国の公的木材調達に適格とされています。特にゞ英国の評価では、 PEFCは他の認

証制度よりも、その要求事項に対する適合性が高いと認められています。

PEFC及び各国のPEFC認証機関は、今後とも、 PEFC認証制度の厳正かつ的確な運営

に努力することとしておりますので、 PEFC関係者はもとより、市民・消費者の方々

におかれましては、PEFC認証制度の信頼性に対する一層のご理解を賜りたくお願い

申し上げます。

"ムリ裁減毛鍬ｸ釜孝"之_毎
SGEC/PEFC-J会長佐々木惠彦

一亭ブﾆ'
言二塁二~.＝鑿一一

一一

一一戸

PEFC CEOベン。ガニバーグ
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資料1

マレーシア木材認証会議(MTCC)からの報告

1 ．去る1月29日付の朝日新聞記事で紹介された新国立競技場のコンクリート型枠に

使用されたシンヤン社の供給によるマレーシア産合板は、 PEFC/MTCCの認証森林

から生産された認証材およびPEFC-COC規格に組み込まれたリスク管理手順

(DDS)による検証を受けた管理材を原材料としております。

2． 同新聞で報道されたロングジェイク村の区域内の森林については、該当の森林は

PEFC/MTCCの認証森林ではありません。また､同村の区域から生産された木材

は、新国立競技場の建設に使用された合板製造の原材料としては使用されており

ません。

現在、マレーシアのサラワク州においては森林認証への理解が不足しており、同

州の全森林面関約16万haのうち、認証森林面積はMTCC認証森林の約3.9%に留

まっております。

3

4. 2017年11月、サラワク州副大臣は持続可能な森林管理の一層の促進を図るため

に同州内のすべての長期森林コンセッションが森林認証を取得するように命じま

した。

詳細につきましては、下記をご参照ください。

http://www・theborneopost.com/2017/11/08/forest-management-certification-

to-be-made-mandatory/

こうした状況の中､MTCCとしては、今回の新国立競技場の建設にあたり、日本オ

リンピック組織委員会がPEFC/MTCCの認証材の使用を認めたことは、サラワク州

において森林認証を促進する上で、大きな励みとなりました。

MTCCとしては、今後においても、マレーシアにおける森林認証の促進に繋がる

モチベーションが高まるよう、関係者をはじめ皆様からのサポートを強く希望致

します。

（マレーシア木材認証会議:MTCC)

5
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Tbwhomitmayconcem,

Re:AsahiShimbun'sArticle(InternationalAffairS)dated29thJanuary2018

PEFCJapanexpressesitssincereappreciationfOryourusuaisupportandsympathyof

PEFCInternationalForestCertificationSystem.

On29thJanuary,AsahiShimbunreportedanarticleonthe9thpagetitled, "Japan, the

Largest importerofWoods",which includedareferencetoPEFCInternationaI Forest

CertificationSystem(hereafter, referredas"PEFC'').ThereferencetoPEFCinthearticle

introducedacommentasquotedfromPEFCInternational.But,weareafraidthatthispartof

thearticlecouldhavecausedamisunderstandingaboutPEFCamongAsahi readers・We,

therefOre,wewouldliketoprovideyouwithanexplanationonthecharacteristicsofPEFC

anditsbasicmechanismofsecuringnrmcredibilityfOrgainingtheunderstandingofPEFC

bynotonlyPEFCstakeholdersbutaIsocitizensandconsumers.

(1)PEFChasamissiontopromotesustainablefOrestmanagementgloballyandthePEFC-

endorsednational fbreSt certificationschemesaregroundedon "inter-governmental

processes(criteriaandindicatorsofsustainablefOrestmanagement)"whichweredeveloped

byaparticipationofl49countries,andPEFCendorsementwhichfOIIowsrigorousevaluation

ofconfOrmitywithPEFC'sinternationalcertificationstandards.

Becauseofthis,wecansaythatwoodandpaperproductsoriginatedfromfOrestscertified

toPEFC-endorsednationalfOrestcertificationschemesassurenotonlylegalitMneedlessto

say,butaIsosUstainability

inthecasethatnon-certifiedmateriaisareusedincertifiedproducts, riskmanagementis

practicedfOrsuchmaterialsbyCOC-certifiedcompaniesblIowingDDSrequirementfOr

avoidingtheinputofmateriaIsfromcontroversiaisourcesandclaimingthemas!6PEFC-

control"materiais.

(2)Uponcompanies'andgroups'acquiringFMandCOCcertificationfromPEFC-endorsed

nationaIschemes, itisnecessarythattheygothroughrigorousauditandevaluationfortheir

COnbrmitywiththerequirementsofFMandCOCstandards.Theauditandevaluationare

conductedbyacertificationbody,whichisaccreditedbyanaccreditationbodythat isa

memberofIAEfOritsauditcapability,qualityandindependence.ThismeanSthatitisan

indispensableconditionfOranacquirerofacertificationtoreceiveauditbyindependent

4



露紗罵逢 sGEC/PEFC一曲pan
参雛態 S腿s"nal)IcGreen&"ysfemCOuncile随伽rsedbyProgranm'e"rtIIe

勵伽r喧嘩庇enfofWhrestCeI4tWcat"nschcitmc

Na邸aPchobuilding4F,2-4-3Nagata-cl",ChiyQ)dakILTokyo,J叩”

~rci -l･gI-3-62灯‐灘鍬Fax-}gl-3･6273-3369MPW畷'ww･sgcc-cco･01.g

夢謹譲鍾
SGEC／＄I－0i－O1 PEFC／31－01－02

auditorandprovetheconfOrmitytothecertificationstandards.

PEFC'scertificationprocedurefoIIowstheinternationallyrecognizedISO'sberpractice

requirementsand itscertificationwili never begrantedwithout certificationbody's

confirmationofaconfOrmitywiththecertificationstandards.

Neediesstosay,fOrthecasethatcitizensorconsumersraisedoubtsoncertifiedfOrest(FM)

orCOC-certifiedcompanMcertificationbodiesoffer(lgrievanceprocedure''forsolutionofthe

problem, andthisprocedure isfullyavailableforeverybodyfOrseekingan inclusive

investigationfOrfreeofcharge.Theavailabilityofthisprocedureisoneofthemostimportant

elementsfOrsecuringthecredibilityofPEFCcertificationsystem.

TheaboveisthereasonwhyweareabletointroducePEFCcertificationsyremtoyouwith

confidence.

(3) PEFCenjoystrustandsupportfromnotonlymillionsofforestgrowersandthousands

ofcompaniesbutaisonumerousrelativeorganizations,citizensandconsumersoftheworld.

PEFC,astheleadingfbrestcertificationscheme, isratedhighlybythirdpartyevaluations.

AmongsuchevaluationsarethefOrestcertificationschemeevaluationsystemsconducted

bythegovernmentoftheUKandNetherland・PEFCisratedhighbysuchevaluationsystems

andPEFC-certifiedmaterialsareacceptedaseligibleforpublicprocurementPoliciesofmany

leadingcountries includingthesetwocountries.Especially,PEFC'sconfbrmitywiththe

requirementsoftheUKgovernment'sevaluationsystems israhkedhigher thanother

certificationschemes.

PEFCand thenational certificationsystemsarecommitted tocontinueeffbrts in

administeringPEFCfOrestcertificationsystemrobustlyandadequatelyb

Wewouldbeextremeiypleasedifwecouldgainevenbetterunderstandingofthecredibility

ofPEFCForestCertincationSchemefromnottomentionourstakeholdersbutaIsocitiZenS

andconsumers.

_cj釜海""/と儘診今＝て~）
Mr・SatohikoSasaki

Chairman,SGEC/PEFCJapan
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SummaryoftheReportfromMTCC

1． TheMalaysianplywoodsuppliedbyShinYangandusedfortheconcreteframesforthe

constructionofNewNationaiStadium, reportedbyASAHISHINBUN,dated29,January

2018,hasbeensourcedfromPEFC/MTCS-certinedl℃restandPEFCcontrolledsources

materiaIsverifiedthroughthePEFCChainofCurodycertincationwith inbuiltdue

diligencesystem(DDS).

2.WithregardtothefOrestsinLongJeikVillagehighlightedinthearticlebyAsahiShimbun

dated29January, theforestsconcernedarenOtcertifiedunderthePEFC/MTCS・And,

woodsourcedfromthisareaisnotutilizedfOrthemanufactureofplywoodsuppliedto

JapanfbrtheconstructionoftheNewNationalStadium.

3 CurrentlyitheuptakeoffOrestcertificationisIowandthetotalareaoffOrestsinSarawak

certifiedisonlyaround3.9%(approximatelyl60thousandha)ofthetotaicertifiedfOrests

underthePEFC/MTCSinMalaysia"

4． LastNovemberi theDeputyChiefMinisterofSarawakannouncedthemandatory

requirementfbrall long-termibrestconcessionsinthestatetoobtainfbrestcertiWcation

tofurtherpromotesustainablefOrestmanagement・ FordetailspleasereadthefOIIowing

article.

☆http:"Www.thebomeopost.com/2017/11/08/fOrest-manaqement-certification-to-be-

made-mandatoM

5． Inthiscontext,MTCCismuchencouragedbythedecisionoftheJapanOlymPicand

ParalympicCommittee tospecifytheuseofPEFC/MTCScertifiedwoodfOr the

constructionofNewNationaIStadium・MTCChopesthatourstakeholdersandeveryone

eisewill extendsimilarencouragement toprovidemotivationfbrgreateruptakeof

certificationinMalaysia.

(MalaysianTimberCertificationCouncil:MTC)
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